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平成２５年第４回長与町議会定例会 

 

議事日程（第２号） 
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日程 議案番号 件         名 備 考 

１ － 一般質問  
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                             （開会 ９時３０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、昨日の一般質問の中で、西岡議員の質問に対する答弁の

訂正の申し出がありましたので、これを許可します。 

 健康保険課長。 

健康保険 （小佐々司君） 

課  長  おはようございます。 

 昨日の西岡議員の一般質問における私の答弁の中で、問題がありそうな子

との不適切な発言がありました。ここでおわびさせていただき、少し課題が

ありそうな子に訂正させていただきますようお願いいたします。まことに申

しわけありませんでした。 

議  長 （山口経正議員） 

 お諮りします。 

 これを許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長 （山口経正議員） 

 異議なしと認めます。 

 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 通告順６、堤 理志議員の①通学路の安全対策について、②特別支援教育

についての質問を同時に許します。 

 １６番、堤 理志議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 皆さん、おはようございます。それでは、一般質問をさせていただきます。 

 通学路の安全対策について。 

 義務教育課程にある児童生徒の通学時の安全確保は、保護者のみならず、

町民全体の願いでもあります。そして、町の政策的課題でもあると認識して

います。町、教育委員会、保護者、町民全体で考え、懸念される問題につい

ては、可能な部分から解消していくことが重要と考えます。本年６月定例議

会で、通学路の安全対策について質問をいたしました。時間内に質疑が終了

できなかったこともあり、以下の点を質問をいたします。 

 まず、１点目、災害が発生するおそれがある箇所の現状と対応。 

 ２点目、信号機設置要望箇所の現状と今後の対応。 

 ３点目、不審者の状況と対策。 

 ４点目、見守りボランティア、子ども１１０番の家との連携体制を質問を

いたします。 

 次に、特別支援教育について質問いたします。 

 文部科学省によると、近年、特別支援学校や特別支援学級に在籍している

児童生徒が増加する傾向にあり、通級による指導を受けている児童生徒も増

加しています。義務教育段階において、特別支援学校及び小学校、中学校の
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特別支援学級の在籍者並びに通級による指導を受けている児童生徒の総数の

占める割合は約２.７％となっています。また、学習障害、注意欠陥多動性

障害、高機能自閉症等、学校や生活の面で特別な教育的支援を必要とする児

童生徒数について、文科省が実施した調査の結果、約６.５％程度の割合で

通常の学級に在籍している可能性を示しています。 

 こうした子供たちを支えることは、行政と社会の責任です。障害のある子

供の教育は、その子供の成長、発達を保障するためのものです。同時にそれ

は、障害のある人々が社会の構成員として人間らしく生きていく権利を保障

されるためにも不可欠です。 

 そこで、本町での特別支援教育の取り組み状況について、効果的に実施が

なされているか、質問をいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 皆さん、おはようございます。２日目でございますけれども、最初の堤議

員の御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 １番目の３点目、４点目及び２番目の御質問につきましては、所管をいた

しております教育委員会からお答えをいたします。私のほうからは、そのほ

かの御質問についてお答えをいたしたいと思います。 

 まず、１番目１点目の御質問についてでございますが、６月の定例議会で

回答申し上げました通学路の安全対策箇所の公表に伴い、今年度補助金の要

望を行いました。公表内容につきましては、記載されているとおりの箇所と

現状は把握をしておるところでございます。 

 災害が起こりそうな箇所につきましては、公表しております通学路の状況

から見て、交通量の問題、道幅が狭い、歩道がない、見通しが悪いなどの指

摘状況が大半を占めており、災害により人的被害が及ぶ箇所ではないように

思われますが、毎年度、各コミュニティーや各民生委員、各学校、各自治会

より通学路を含む危険箇所の調査を行い、要望書が寄せられておるところで

ございます。その要望書により、関係各課により対策の回答を行っておりま

す。 

 今後も要望に沿えるような対応を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 信号機設置要望箇所の現状と今後の対応につきましては、毎年、自治会等

からの要望や各小学校区の関係団体による通学路における危険箇所調査が実

施され、その結果、信号機設置の要望として町へ提出をいただいております。 

 設置要望箇所の現状と今後の対応につきましては、平成２４年度末現在、

町内で１４基の信号機新設要望と４カ所の改良要望があり、時津警察署へ設

置要望等を行っているところでございます。成果としましては、時差式信号

機や視覚障害者信号機への改良等２カ所が実施されております。 

 町といたしましては、今後とも時津警察署へ要望を行ってまいりたいと考
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えております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 ①の３点目、不審者の状況と対策について回答いたします。 

 今年度に入ってからの不審者で警察に通報した事案が４件あっております。

内容は、声かけ事案や追いかけ事案や痴漢行為等でございます。そのうち１

件は逮捕されたという連絡をいただいておりますが、ほかはまだ捜査中とい

うところでございます。 

 これとは別に、時津署管内で発生した不審者情報が、時津署安全めーると

いうもので各学校及び教育委員会にファクス送信されますが、ことしは痴漢

に注意とか、声かけ事案などが４回ほど送られてまいりました。各学校では、

ファクス送信されたその都度、担任が学級で注意を呼びかけたり、場合によ

っては保護者向けにプリントを配布したりして、安全対策に努めております。 

 また、年間２回ほど、学校警察連絡協議会を開催し、時津警察署から指導

を受けたり、時津署管内の情報を共有したりして、子供たちの指導に生かし

ているところでございます。 

 ４点目の見守りボランティア、子ども１１０番の家との連携でございます

が、見守りボランティアは、コミュニティー連絡協議会や青少年育成協議会、

ＰＴＡ、学校などが中心となり、会員を募集し、全ての地区で指導していた

だいております。ボランティアの皆様には、暑い日も寒い日も毎日、登下校

時に街頭補導をしていただいております。さらには、不審者へも目を配って、

子供たちの安全・安心を見守っていただいていますが、本当にありがたく、

感謝しているところでございます。 

 また、１１０番の家は、町内で３６９件ほど登録していただいており、緊

急時の対応はもとより、日々の抑止力にもつながっているものと考えていま

す。各学校では、年度末にありがとうの集いなどを開催し、日ごろの感謝の

思いをあらわすとともに、子供たちが手紙などを書いて、お礼の気持ちを伝

えているところもございます。 

 ②の特別支援教育について回答いたします。 

 特別支援教育とは、障害のある子供の自立や社会参加に向けた主体的な取

り組みを支援するという視点に立ち、子供一人一人の教育的ニーズを把握し、

その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善、もしくは克復するため、

適切な指導及び必要な支援を行うものでございます。この特別支援教育が学

校教育法に位置づけられ、平成１９年度から全ての学校において、全ての教

員で障害のある子供の支援をさらに充実していくこととなりました。 

 先ほどは、義務教育段階において特別支援学校または特別支援学級に在籍

及び通級指導を受けている児童生徒の割合は、全国で約２.７％と言われま

したが、本町においては、これが約２.４％となっております。また、通常

学級に在籍しながら、学習や生活面で特別に支援を必要とする児童生徒は、

全国で約６.５％の割合で在籍している可能性があるとおっしゃいましたが、
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本町においては、約５.９％ほど在籍しております。いずれにしましても、

これらの割合は国も本町においても、年々増加の傾向にあります。 

 このような現実を踏まえた本町での取り組みでございますが、特別支援学

級につきましては、やっと全ての小・中学校で知的障害、あるいは情緒障害

の学級を開設できるところまで達成できました。また、通常学級に在籍し、

特別に支援を必要とする児童生徒のために、町の予算で特別支援教育支援員

を現在１４名配置していただき、大きな効果を上げているところでございま

す。この支援員制度は、平成１９年度から交付税措置の対象としてスタート

いたしましたが、本町においては、県下のどの市町にも負けない手厚い措置

をしていただき、教育の町長与として、きめ細かな指導を可能としていると

ころでございます。 

 また、本町では、平成１４年度より、小学１年生を対象とした生活支援の

ために、教員補助員を１名ずつ配置していますが、これも特別支援教育支援

員同様、大きな効果を上げているところでございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 再質問のほうで、私は、災害の性質、災害の種別で、ここの状況をつかん

でいるかどうかというのをお尋ねしようかと思いましたけれども、先ほど町

長の答弁のほうで、そこの点については詳しく御説明をいただきましたので、

省略したいと思いますが、前回質問をした後に、伊豆大島で大規模な台風災

害がありまして、ああいうことを見ますと、現状の今までの対応でいいのか

というのをやはりどの自治体でも考えたんじゃないかと思うんですが、あの

伊豆大島の災害を受けて、町として何らかの今後の課題といいますか、見直

すべき点等々について何か考えがあるようでしたら、そこを、あれば、御回

答いただければと思いますが。例えば大規模な想定外のああいう土砂災害が

長与で起きるのかわかりませんけれども、そういった場合の対応等々、何か

考えるところがあれば、お話をいただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今、議員がおっしゃったように、災害はいついかなるときに起こるかわか

らないというのが災害でございます。したがいまして、日ごろから、特に災

害が起こるようなところ、国道とか、県道、赤道ですね、そういったものの

点検、そして長与町の路線というものについて、日ごろからその部分につい

ては、各関係各位と緊密な連絡をとりながらやっていくということで、そう

いった日ごろのそういったものが、こういった災害時に役に立つものである

というふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 
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 １６番 （堤 理志議員） 

 あちらのほうでは、そのときにちょうど町長が不在、それで出張したのが

よかったのか悪かったのかというような議論もありますけれども、例えばそ

ういった場合の対応がどうなのかとか、それとか、今まで想定できなかった

ぐらいのそういう大規模な土砂、豪雨ですね。長崎の場合は、以前に７・２

３の水害もありますから、一定のノウハウはあるかもしれませんけれども、

やはり災害を受けて、それを長与に当てはめて、ぜひやっていくということ

が、検討していくということが必要じゃないかというふうに思います。 

 それから、次にお伺いしたいのが、いろいろ災害危険箇所、通学路の災害

危険箇所はあろうかと思うんですが、その中でも、町として特に優先的に、

緊急に手だてが必要だという判断しているような場所ですね。ここについて

は、例えばどういった場所があり、それはどういうふうな対応を考えている

か、この点をお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 建設部長。 

建設部長 （日野 勉君） 

 公共施設の道路、河川を主にお話ししたいと思います。まず、第１番に考

えるのは、そこに甚大な被害があると想定される１級、２級、道路でいえば

１級、２級でございますが、高齢者、それから幼児等の弱者が多く通る路線

というのは把握しておりまして、その辺については、常時パトロールとか、

そういうふうで対応している状況でございます。 

 それから、河川につきましては、山間部と都市部とございますが、都市部

については、ある程度区画整理等で整備されておりますけれども、その上流

部分につきまして、人家の多い箇所というものにつきましては、日ごろより

注視して見守っておる状況でございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 では、ちょっとちなみにお伺いしたいんですけれども、例えば長与川で二

丁間付近と、平らな地域があります。三彩、二丁間ですね。例えば長与町の

場合に、どのくらいの降雨量があったら、あのあたりが浸水被害が発生する

とか、そういったそのあたりの降雨量のデータとかいうのは持ってらっしゃ

るのかどうか、このあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 建設部長。 

建設部長 （日野 勉君） 

 済みません、今ここに手持ちでございませんし、宙には覚えておりません

が、それぞれの流域におきますその地点の流量というのは、管理者であると

ころで把握しております。それから、今想定されました、どのくらいの量で

危険というのは、住民皆様におきまして、橋梁とかに添架してある水位表と

いうのがございます。あれを目安に、危険水位とかあります。それと、あと、
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例えば河川の種別によりまして、流域によりまして、確率年というのがござ

いまして、例えば小さい河川から大きい１級河川まで、何年に一遍の想定で

ということで、河川改修計画を立てておりますので、その分で一応安全は保

たれているように存じております。それから、周りの状況が変わった場合と

いうのが想定されます。これは都市化によって、流域の水の流れが変わる場

合、例えば山林から宅地になったりとか、そういうことで流量が変わる場合

は、調整池等を設けまして、協議して河川管理者が指導して、それを超過し

ないような対策をとっている状況でございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 次に、信号機の点についてお伺いをしたい思います。 

 先ほど１４カ所新設、そして４カ所の改良を時津署のほうへ要望している

ということでありました。そして、そのうちなのか、２カ所改良設置がなさ

れたということ。そして、今後ともそういう要望をしていきたいという御答

弁でありましたけれども、この２カ所の設置を除いたとして、いろんな危険

箇所、特に児童生徒の通学路の中で、先日から同僚議員の中からも質問が

多々出ておりますけれども、そういった特に緊急性が必要と思われる、そう

いう場所の今後の見通し、時津署といろいろ交渉もなさっていると思います

けれども、なかなか厳しい状況なのか、それとも一定のめどがつく状況にあ

るのか、このあたりの状況をお伺いをしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  前回出ておりました箇所につきましては、その後も時津警察署とコンタク

トをとりまして、常々情報交換をいたしております。その中で、まだ具体的

に今どうこうというお答えはできない状況ですが、何とか今年度中にはそう

いっためどをつけていただきたいという、私のこの今、回答で何とか明るい

方向でという捉え方をしていただければなと思います。何とか今年度中には

設置ができる状況ではないかなという感じは持っております。以上でござい

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 確認いたしますけれども、今の段階では、確約はできないけれども、いわ

ゆるふれあいセンターの部分については、何とかそういう方向でいけないか

という感触は持っていると、そういう理解でよろしいんですかね。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  そういうふうに現在判断をいたしております。 
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議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 わかりました。 

 そして、次に、ちょっとお伺いしたいのが、通学路の安全対策として、近

年、京都、ちょっと場所は忘れましたけれども、集団登校の列に車が突っ込

むという重大な事故が、長崎県内じゃありませんけれども、全国で幾つか相

次いで、非常に凄惨なというんか、悲惨な状況があります。これが社会問題

化しているわけでありますけれども、その対応として、やっぱり一番考えら

れるのが、歩道に例えば段差をしっかりつける、あるいはガードレールを設

置するというようなことが、まず第一義的には効果的じゃないかなと思いま

す。 

 歩道の問題は置いておいて、例えばこのガードレールを設置したほうがい

い、設置するべきじゃないかという基準がある中で、まだなかなかガードレ

ールの設置に至っていないというような、そういう未整備の箇所がどういう

状況になっているのかという点はつかんでますか。ここは、具体的な項目で

はありませんけれども、通学路の安全対策という中で、ちょっと質問をした

いというふうに思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 建設部長。 

建設部長 （日野 勉君） 

 県と違いまして、うちには一応つかんでおりません。基本的に考えられる

のが、まず、優先するのは、外カーブのところが一番危険ということで、そ

の辺につきましては、外カーブにつきましては注視している状況でございま

す。それから、通学路につきましては、大体教育委員会のほうとともにいた

しまして、把握している状況でございますが、その中で、転落防止柵ですね。

ガードレールといえば、車が突っ込むのを防止するんでございますけども、

逆に子供さんが飛び出さないとか、そういうものにつきまして、優先的に通

学路につきましては考えている状況でございますが、何分まだ点検箇所数と

いうのは把握してない状況でございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 済みません、今の点は、具体的な通告では出してませんでしたので、了解

いたしました。 

 次に、不審者の状況と対策の部分でお伺いをしたいというふうに思います

けれども、児童生徒の安全上、特に今懸念されている不審者の行動の事例と

いうのを、先ほど何点か御紹介があっていましたけれども、特に教育委員会

としてここはちょっと深刻かなというふうに考えている、そういう不審者の

行動事例というのは、どういったものが今あっているのか、この点を再度お

伺いしたいと思います。 
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議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 先ほどの事例ですけども、声かけ事案とか言いましたけども、車で来て、

そして声かけて、車に乗らんねとか、そういうふうな声をかけられたという

ふうな事例でございますね。それとか、登校中に、すれ違って、振り向いて、

ぱっとお尻をさわっていったとか、いずれも小学生が対象なんですけども、

そういうふうな事案が４件ほどあってましてね。時間帯とか考えてみますと、

声かけとか追っかけというのは、例えば休みの日とかもあってるんですね。

でも、もう子供がそうなったということで家庭と連絡して、警察へも通報し

たということで、特徴的なことはないんですけども、ささいなとかいいまし

ょうか、そういうものがもう起きてるということで、これはうちだけじゃな

くて、他の町でも聞いてるんですけども、そういうことで、やっぱりそれに

対する子供たちの毅然とした態度、そういうことを一方では指導していく必

要があるのかなと、そういうふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 私が地域の地域ボランティアというものに登録しておりまして、実態とし

ては、なかなかずっと立ってというのが時間的にもう難しいもんですから、

時間があるときにということで、そういう登録だけはさせてもらっておりま

して、その地域ボランティアと１１０番の家の合同会議というのが先日、１

１月の２１日に洗切小学校で開催がなされまして、私もちょっといろんな情

報も知りたいなという思いもありまして、参加させていただきました。その

中で、そういった洗切小校区付近での不審者情報ということで、チラシをい

ただきまして、ちょっと中身が余りにも生々しいので、余り言わない、ここ

で具体的には言いたくないんですが、やっぱりちょっとどうなのかなという

ような、非常に心配する点も多々書いてある状況であります。 

 やはりこういった状況を、保護者もそうですし、町民の一人として、何と

かならんもんだろうかということは、誰しも思ってるんじゃないかというふ

うに思いますけれども、もう一つ、インターネット上で、あれは県警のほう

で発表しているのか知りませんけれども、いろんなそういう痴漢の情報なん

かが出ている中で、私がちょっと気になるのが、高田郷で何かよく起こって

いるんじゃというふうに感じるわけなんですけれども、やっぱりそういう同

じような地域で、同じ人物がそういった行動を行っているということがあっ

てるのか、このあたりのつかんでいる範囲で、どういう状況なのか、このあ

たりを御説明いただければと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 高田郷というのは、ちょっと広うございまして、私が住んでいるのも高田
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郷なんですけども、そこの近くであったんですね。３回ほど、期間は２カ月、

ちょっと長期にわたって、今言ったすれ違いざまにお尻をぽんとさわってい

くというようなことがあって、恐らくその頻度が、３回ほど、私たち報告受

けてますけども、それがその都度出て、今のようにお感じになったのかなと

いうことで、もうこれ、とにかく早く見つけてくださいということで、警察

も一生懸命やってくださって、ちょうどある日に張り込みをしておって、そ

して、もう人相書きまで描いて、そういうチラシもいただいて、これじゃな

いかなというようなことで、もう警察の方が、最近はここに痴漢が多かそう

ですよというような声かけもされたみたいなんですよね。しかし、それ、本

人かどうかわからないんですけども、警察の方も一生懸命捜査してくださっ

て、そして、ボランティアの方も特に入念に見守ってくださっておりますけ

ども、その後はそういうことは聞いてないという状況ですけども、恐らく今

おっしゃったのはその事例じゃないかなというふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 それでは、４点目の見守りボランティア、子ども１１０番の家との連携に

ついてなんですけれども、端的にお伺い、ちょっと気になったのが、子ども

１１０番の家というふうに登録されている方々、今説明がありましたとおり、

３６９件の方々ですね。そういう登録して、そういう安全・安心のために協

力をいただいているわけですけれども、一方、児童生徒はきちんと、どこの

家が１１０番の家になっているかということを子供たちはきちっと把握でき

る、周知できるという体制はできているのかどうかですね。とあわせて、こ

の１１０番の家のどうなっているかというのをつかむ所管というのは教育委

員会なのか、それとも町長部局なのか、このあたりはいかがですか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  子ども１１０番の家につきましては、私ども生涯学習課のほうで所管をさ

せていただいております。特に青少年の健全育成という立場での所管という

ことでございます。 

 子供たちへの周知ということですけれども、今地区の青少年育成協議会と

いう組織がございますけれども、そちらのほうを中心に活動をしていただい

ているところでございます。ある地区におきましては、子ども１１０番オリ

エンテーリング大会とか、そういうことで子供たちが子ども１１０番の家を

訪ねて、そこでちょっとゲーム的なオリエンテーリングをやるとか、そうい

うことで子供たちに周知を図るとか、あとは、学校によりましては、校区の

マップの中に、地図の中に子ども１１０番の家を落としていただいて、それ

を子供たちに見せて周知を図っている、そういうふうな状況でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 
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 １６番 （堤 理志議員） 

 ちょっと確認なんですけれども、今の御説明ですと、地域によってはオリ

エンテーリングというようなこと、それはそれで結構なんですし、また、学

校によっては云々ということで御説明ありました。ちょっと気になるのは、

果たして本当に長与町内の各学校の児童生徒が確実に自分たちの通学路の地

域の１１０番の家、何かあったときにはここにというようなことを把握する

体制というのは、今の説明ですと、ちょっと大丈夫なのかなという気がする

んですが、この点、いかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会理事。 

教育委員会 （永冨雅徳君） 

理  事  学校においては、安全な通学というのは非常に大事なことですので、必ず

学期によったり、４月であったりするときに、必ずこういう状況に遭ったら、

こういうところに助けを求めなさいという意味で、その中に子ども１１０番

の家がありますとか、あるいは子ども１１０番の家だけじゃなくて、いろん

なところに助けを求めていいんですよという指導は各学校しておるところで

すし、先ほど生涯学習課からも言いましたけど、帰りの通学の中でここが子

ども１１０番の家ですねというふうに、こういう旗とか印がありますよとい

うことで確認しているところでございます。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 きちんとやっているということですので、ぜひもう一度御確認をしていた

だいて、きちっと把握がなされているかということをもう一度ぜひ確認をし

ていただいて、いざというときに、せっかくの１１０番の家があったのに機

能しなかったということがないような対応をぜひしていただきたいというふ

うに思います。 

 それと関連いたしまして、先日、先ほど言いました地域のそのて合に出席

したときに、私も初めて見させていただいたんですが、資料としていただい

たのが、この子ども１１０番の家マニュアルという、こういったものを１１

０番の家の皆さんにはお届けをしているということで説明がありました。こ

こに書かれてあるのは、子供が助けを求めてきたらどういうふうに対応した

らいいのかというのがわかりやすく記されております。簡単に言いますと、

まず、１１０番の家の本人がまず落ちついて、そして、子供たちを落ちつか

せる。そして、この裏に書いてある要領に従って子供たちから話を聞く。こ

れは、何があったのか、いつどこで、犯人の特徴、子供の住所、氏名、車が

あれば車がどういうタイプの車で、色がどういう車だったのか、非常にわか

りやすく書かれてありまして、これを書き込んだ上で１１０番に通報して、

警察官が到着するまで待つというようなわかりやすい手順が書かれてあって、

なるほどこういうやり方なら非常にいいなというふうに考えました。 

 ただ、その中で若干私も気になったのが、幾ら１１０番の家というものが
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あったとしても、場合によっては、その方、１１０番の家が事情で留守をす

るというような事例だってあるわけですね。ですから、そういうときのこと

を考えると、こういった子供たちを救うための手だてというのは１１０番の

家だけじゃなくて、やはり町民全体で共有するということも一つの手として

重要じゃないかというふうなことを考えました。 

 それで、ぜひこれと同じような、こういう手順に従うことのほうがいいで

すよということを町民の皆さんに、どういった形でお知らせするかは別とし

て、広く町民の方にそういうことを情報発信を提供するというようなことが

できないかということを提案をさせていただきたいと思いますが、この点に

ついていかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 今、堤議員御指摘のとおり、１１０番の家があったけども、そこに駆け込

んだけども、不在であったと、恐らくそういうケースは多々あるだろうと思

います。先ほど申しましたように、それも含めて、抑止力にもなるのかなと

いうふうなことで申し上げたんですけども、今のような御提案ですね、ぜひ

校長会あたりでもんで、町挙げて、地域挙げて子供たちを見守り、支援して

いくという視点から、検討させていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 これはそうですね、教育委員会のみならず、例えば町長部局のほうで回覧

なりつくって、世帯配布するとか、回覧するというような方法もあると思い

ますので、もう最近何でも学校の先生に全部負担が来るという問題もありま

すから、必ずしも学校現場だけの負担というふうにならずにやれるものは、

そういった回覧等も活用しながらできればいかがかなというふうに思います。 

 次に、特別支援教育の問題について質問したいと思います。 

 まず、最近注目されているのが軽度発達障害ですね。ここに上げておりま

すような学習障害とか、いわゆる多動、高機能自閉症、アスペルガー等々あ

りますけれども、まず、こういうＬＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガー、高機能自

閉症等々ですね、これは例えばどういった状態を指すのか。これは質問項目

ではなかったんですが、もし今わかるようでしたら、簡単に概略どういった

状況なのかということを説明いただければと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会理事。 

教育委員会 （永冨雅徳君） 

理  事  概略規定といたしましては、ＬＤというのは学習障害ということで、何ら

かの理由で、例えば算数の数について非常に数に関する概念がなかなかつか

めないとか、あるいは言葉のほうで、文字についての概念がなかなかつかめ

ない、いろんな意味での、ほかにも多岐ありますけど、学習障害ということ
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でＬＤ。ＡＤＨＤというのは、いろんな多動の症候を、いろんな行動的に自

分が、私たちが意図するところと違う、こんなお願いしたら違う行動を起こ

したとか、そういう多動的な行動を起こすことをＡＤＨＤと言っていると思

います。ただ、いろんな医学的にお医者さんが判断いたしますが、なかなか

学校の中ではこれが完全に、これはＡＤＨＤだとお医者さんは判断されます

が、非常に学校の中では判断は難しいなと思っているところです。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 了解しました。 

 今回の質問は、特別支援学級じゃなくて、私としては通級教室の中での特

別支援員の状況についてお伺いをしたいと思います。 

 それで、通級学級の特別支援教育支援員さんは、概略どのような活動をな

さっていらっしゃるのか、この点についてお伺いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会理事。 

教育委員会 （永冨雅徳君） 

理  事  通級指導教室につきましては、通級指導担当の教諭がおります。ですから、

通級指導に特別教育支援員が入って、そこに一緒になって指導するというこ

とはあることはありますけど、主には通級指導教室担当の教員が指導してい

るところです。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 恐らく堤議員さんの御指摘は、普通学級に在籍していて、そこで特別支援

教育支援員の方々がどういう支援をされているかという趣旨だろうと思いま

すね。通級というのは、１週間に１時間か２時間、例えば言葉に対する発達

がちょっとおくれているというときに、１週間に１回か２回、時間をとって、

その教室に行って訓練をするんですね。そうじゃなくて、通常の学級におっ

て、例えば授業があって、担任が一人で授業してます。そうすると、もう動

き回る子がいるんですね。これが、先ほどの話でいいますと、ＡＤＨＤ、注

意欠陥多動性障害に近いという子がいるんです。そうしますと、もうその子

にかかわっておりますと、全体の指導ができないというもんだから、その支

援員の方がその子を中心として指導をしていただくと。そうすることによっ

て、クラス全体の指導が進むという、そういうふうな指導形態もございます。 

 それから、よく教室を抜け出すというケースがあるんですね、おるんです

ね。そういうときに、捜しに行く。もちろん授業がない職員室にいる教員も

行きますけども、主としてそういう人たちが行くということで、その支援員

の方は、月の時間割りを持ってまして、何日の何時間目はどこの学級、２時

間目はどこの学級の誰々さんを中心にというのをつくってまして、学校の中

でそういうコーディネーターがおりますので、打ち合わせをして、いわゆる
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一斉指導の中で特別に配慮を要する子供の近くにおって支援をしていくと、

そういう活動でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 了解いたしました。 

 そして、先ほどの答弁の中で、町としては、よそと負けないような、そう

いう措置をとっているということでありました。それが大きな効果を発揮し

ているということでありますけれども、少しかみ砕いて、大きな、例えば効

果というのがどういったものを効果と言うのかですね。私は決して、これは

制度は必要ないという立場じゃなくて、必要だという立場ではあるんですが、

ちなみに効果というのが例えばどういうものを指すのか、このあたりをお伺

いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 効果というのは、量的に数値でもってあらわせないような部分もございま

すけども、事象として申し上げれば、例えばそのクラスにもう本当に授業中

うろうろして、全体での指導のときに落ちつきがないという学級が、そこの

そばに支援員の方がおって、いろいろ指示しながら支援してくれることによ

って、このクラス全体が落ちついて学習ができると、そういうふうなのが本

当に目に見える効果でございます。逆に、いない、そういうケースがなかっ

た場合には、やっぱりクラス全体がざわざわざわざわして、授業に落ちつき

がないと。その結果、例えば学力テストなどの結果でもいい成績をおさめて

くれているときの、申しましたけども、それもやっぱり一つの成果じゃない

かなと。何せ子供たちが落ちついて授業できる。そして、また、そうするこ

とを特別にそういうことをやってると思わずに、子供たちがそういうみんな

で温かく見守っていくという、そういう心情を涵養するにも役立っていると、

そういうふうに捉えているし、いろんな方の意見もそういうふうな意見をよ

く聞きます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 了解しました。 

 何となく感覚的につかめたわけですけれども、次に、やっぱり子供たちも

一人一人個性がありますけれども、それと同じように、そういう軽度発達障

害の方々も一人一人が個性があって、同じ多動だとか、いろいろありますけ

れども、その中でもいろんなパターンがあるんじゃないかというふうに、い

わゆるいろんな個性、多様性があるんじゃないかと思いますけれども、教職

員、そしてこの支援員、両方とも関係があると思いますが、そうした軽度発

達障害の状況についての専門知識の習得ですね。やはりこういったものが国
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家的になされているのかどうか、そのあたりの手だてがどういうふうになっ

ているのか、このあたりを御説明いただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 この１４名の支援員の方は、うちの教育委員会で教育相談指導員というス

タッフがおりますので、その方を中心に、定期的に役場に集まって、そうい

う事例研究をしながら、研修を深めております。そして、このうちの指導員

は、県のそういう研修会にも参加して、そこでそういういろいろなスキルを

高めてきていますので、私は、頻度は少ないかもしれないけども、支援員の

そういう研修はうまくいっている状況かなというふうに捉えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 じゃあ、次に移りますけれども、そういったいわゆるそうした特別な支援

を必要とする児童生徒の割合は、全国の状況と長与町の状況、御説明いただ

きましたけれども、極端な差はないというふうに思います。若干長与のほう

が少ないかなと思いますけれども、そういう状況を見ますと、やはり文科省

の言うように、通級クラス１クラス、ないし２クラスの中にそうした支援が

必要な子供が１人、２人在籍している、これはやっぱり本町においても、そ

のような状況なのか、まずここを確認させていただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 そのとおりでございます。ただし、国が言っている６.５％、そして私ど

もがさっき５.９％ほどと言いましたけども、これは専門の医者が診断をし

た、そういう結果じゃなくて、担任がそうじゃないかなと、国がいろいろ基

準示してます、そういうのに該当して、担任がそうじゃないかなと思われる

子供でございまして、それも第１段階、第２段階、第３段階ぐらいあるかな

という、そういう分析のもとの数であります。先ほど堤議員さんは６.５パ

ーと言われたけど、一番最新の国の数字は６.７になっているということで、

やっぱりこれは増加の傾向にあるのかなと、そういうことでございます。で

すから、各クラスに１人か２人は在籍しているのかなと、数字上はですね、

そういう捉え方をしております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 そういう状況を踏まえた上で、実は先日、教育委員会のほうにお邪魔して、

長与町内の各学校のクラス数とか、生徒数の資料をいただきました。自分な

りに表をつくってみたんですけれども、例えば長与小学校、これは通級クラ

スの数字ですけれども、２５クラス、洗切が１０クラス、北小が１２クラス、
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南小が２５クラス、高田小が１２クラス、これは１年生から６年生までの合

算ですけれども、そういう数字じゃなかろうかと思いますけれども、ありま

すね、結構学校ごとのばらつきがあります。そして、例えば一つ例を挙げま

すと、洗切小学校は通級の生徒数が２５４名、全部で、いらっしゃいますが、

支援員が１人。一方、例えば南小にすれば、生徒数の合計が、これは通級の

生徒数８１１人で、支援員さんはそのうち２人という状況で、当然そういう

数字を見ておりますと、そういう、先ほど話がありましたような、動いて回

るとか、お話をするとかいうような子供につきっきりでいるという状況には

なかなか、この数ではいけないんじゃないかなというふうなことを感じるわ

けですね。 

 今言われたように、効果というのがこの支援員さんがいるということで非

常に上がっているということはよく理解はできますが、ただ、だからといっ

て、今現状の体制で私は決して支援員さんがもう十分足りているよという状

況には至ってないんじゃないか、これは財政的な問題とか、そういうものは

抜きにして、現状を見た中では、決して足りているとは言えないんじゃない

かと思いますが、このあたりは教育長、いかが見解、教育長じゃなくても結

構ですが、いかがお考えでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 ありがたい御指摘なんですが、一つは、このスタートした、平成１９年の

スタートしたときに、国が予算措置としては、交付税措置としては、１校に

１名程度というふうな算定でしてまして、私どもは当初から少しずつ要求し

て、年々その成果を認めていただいて、少しずつふえてきた結果、今１４名

になっていると、そういうことでございまして、数字で、そろばんではじけ

ば、何人の学校だから何人という、そういう計算をしますと、それは多けれ

ば多いほどいいと思いますけども、やっぱり財政的なことも考え、そして、

指導の実態を考えたときですね。もう一つは、私はこの支援員という方が誰

でもいいというわけじゃないもんで、一つの基準として、教員免許状を取得

している人、ですから、教員をして途中で退職されてた方とか、そういう何

らかの形で免許状を有している人ということを一つの基準にしているもんで、

そんなにたくさんいらっしゃらないんですよね。逆に長与町はそれだけ確保

できたというのはありがたいと思うんですけども。もろもろ考えて、ほかの

こと考えんやったら、それはよかとでしょうけど、そういうこともいろいろ

総合した結果、これについては少しずつ充実させていただきたいなというふ

うに思っているところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 そうですね、ですから、私も言いたいのは、現実的に全部のクラスに１人

ずつ配置というのは、なかなか状況的に許さないということもあろうかと思
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いますが、少しずつでも、これは削減するんじゃなくて、少なくとも現状維

持して、でき得れば拡充していくということが望ましいんじゃないかなとい

うことを私も言いたかったわけなんです。 

 それで、実は、いろいろと調べている中で、中日新聞、これは恐らく愛知

県あたりのほうで出されている新聞じゃないかと思うんですが、非常に今言

われている特別支援教育支援員、この役割を端的にあらわしているなという

ような記事がありました。短いので、ちょっと説明をさせていただきますが、

その中日新聞の中で、７月初め、名古屋市内にある小学校で行われた１年生

の国語の授業、全員で教科書を音読していると、最前列に座っていたＵ君、

これは仮名ですけれども、が突然席を立ち、周囲をうろうろし始めた。後ろ

で見守っていた支援員の女性が寄り添い、席に着くように促した。読んでい

るところを指でなぞると、次第に口が動き、授業終盤には大きな声で音読で

きるようになった。その子のつまずきに早く気づき、気持ちよく学校生活が

送れるように心がけていると支援員。担任のベテラン教諭は、授業を中断せ

ずに済むので、周りの子供たちも落ちついて過ごせる。教える側としても支

援員がいると気持ちが楽と打ち明ける。こういう記事がありまして、私はこ

こは非常に端的にこの教育支援員の役割というものをあらわしているんじゃ

ないかというふうに思いまして、ちょっと控えてきたんですけれども、この

ように、特別支援員は発達障害の子供にとっても、また、そうでない子供に

とっても、また教職員にとっても非常に有意義な存在であると思います。先

ほど教育長は、ぜひできれば充実したいという考えもございました。 

 そこで、この予算措置について、今言われたように、いろんな今行政改革

でどこを削減しようかという話がある中で、例えば他自治体と比較して、長

与の教育支援員がちょっと多いんじゃないかというようなことで、減らせん

かというような話にはならないように、町長部局として、やはりこの効果を

しっかり認めて、現状維持、あるいは拡充というふうな方向で、このものを

見ていくべきじゃないかと思うんですが、この点について、町長、今やりと

りした中身を聞いて、いかにお考えか、ちょっと御説明いただきたいと思い

ます。予算措置の問題ですので、町長のほうでお願いしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今言われておりますことにつきましては、長与町だけじゃなくて、全国的

にふえてきておるというようなことも実態としてあるかと思います。その中

で、長与町が教育行政においては非常に神経を使ってやっていかなくちゃい

けないだろうと思っています。次代を担う子供たちの育成について、しかも、

そういう中で、ハンディを負った子供たちの教育については、なおさら神経

をひからせていかなくちゃいけないだろうと思いますし、今言ったように、

質の問題ですね、そういった特別支援員の方々の質の問題もあろうかと思い

ます。そういったものを含めて、長与町は教育委員会と共同、歩調を合わせ

まして、育てていくと。そのあたりを体制を固めていくというようなことは、
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全く同感でございます。そういうふうに思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 堤議員。 

 １６番 （堤 理志議員） 

 では、これで質問を終わります。ありがとうございました。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１０時４５分まで休憩します。 

（休憩１０時２９分～１０時４５分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順７、饗庭敦子議員の①公民館について、②子育て支援についての質

問を同時に許します。 

 １番、饗庭敦子議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 皆さん、おはようございます。皆さんの御挨拶が若干元気がないように感

じますけれども、本日、一般質問７番目になりました饗庭です。７番目とい

うことで、皆さんも少々お疲れのことかと思いますが、リラックスしてこの

１時間をお過ごしいただければと思います。 

 リラックス方法の一つとして、筋弛緩法というのを私たちは使っておりま

すけれども、力を１０秒間入れて、それを脱力するということで、脱力した

ときに感じる、このじわっとした感を感じながら、リラックスしていただけ

ればというふうに思います。 

 では、質問に入りたいと思います。 

 １、公民館について。 

 公民館というのは、地域の人たちが集まる際の中核となる場所で、いわば

地域コミュニティーという輪の中心に当たる場所だと言えます。現在、核家

族化の進展や本格的な少子高齢化社会の到来、目まぐるしい変化する経済や

社会情勢、ライフスタイルや価値観の多様化による人間関係の希薄化などが

表面化しており、地域におけるコミュニティー機能の再生が大きな課題とな

っております。 

 先日、人と未来をつくる公民館を目指してをテーマとした長崎県公民館大

会に参加してきました。その中で、町づくり会社代表、山崎氏の基調講演に

大変感銘を受けてまいりました。住民の自主的な活動や取り組みについて、

公民館の果たす役割は非常に大きく、協働のまちづくりを目指す長与町とし

ても大いにこの公民館活動の拡大を支援すべきである。 

 そこで、公民館活動の輪を広げ、住民のやる気を引き出し、まちづくりに

つなげるためにどのように取り組んでいるかを質問させていただきます。 

 １、町の現状として、公民館機能を持つふれあいセンター、南交流センタ

ー、さらに町立の公民館、長与公民館、高田地区公民館、上長与地区公民館

があり、地域の公民館の役割を持つ自治会対応の集落センターがある中で、

公民館をどのように捉えているかをお伺いいたします。 
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 ２、集落センターを含めた長与町の公民館の実態、具体的な活動状況をお

伺いいたします。 

 ３、公民館の組織と職員体制はどのようになっているかお伺いします。 

 ４、公民館活動の輪を広げ、充実、強化するための具体的な取り組みをお

伺いします。 

 ５、公民館の老朽化についてはどのように考えているかお伺いします。 

 ６、公民館運営審議会での取り組みをお伺いします。また、審議会委員の

募集方法についてもお伺いします。 

 ②子育て支援について。 

 １１月は児童虐待防止推進月間でありました。報道でよく目にするのは、

生々しい傷を負った子供や栄養失調で体重が激減した子供、また、死亡して

しまうという大変痛ましい事件があります。 

 児童虐待について、次代を担う子供たちが親や地域の人々の愛情に包まれ

て健やかに育つことは、もう万人の願いであり、その育ちを支えることは、

行政はもとより、社会全体の責任であります。小さい子供を守ると同時に、

日ごろから育児、子育てに苦労している保護者のケアも大変重要であると思

います。 

 そこで、子育て支援について以下の質問をいたします。 

 １、長与町における社会福祉費のうちで、子育て支援対応についての基本

的な考えを伺います。 

 長与町においては、待機児童はゼロに等しいとのことでありますが、保育

園、保育士の実態をどのように捉えているかお伺いします。 

 ３、児童虐待防止について、町の考え方をお伺いします。 

 ４、長与町のイベント、研修に子育て中の方々が参加しやすい取り組みは

あるかお伺いします。 

 以上、よろしくお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、大変元気のある饗庭議員の御質問にお答えをさせていただきた

いと思います。 

 １番目の御質問にいたしましては、所管をいたしております教育委員会か

ら回答いたします。私のほうからは、２番目の御質問についてお答えをさせ

ていただきたいと存じます。 

 まず、１点目、長与町における社会福祉費のうち、子育て支援対応の基本

的考えにつきましては、子供は未来をつくる力、希望であり、安心して子供

を産み、育てることができる町の実現は、町全体で取り組まなければならな

い重要な課題の一つであると考えておるところであります。子供は親、保護

者が育むことが基本ではありますが、現在家族構成の変化や地域のつながり

の希薄化など、子供や子育てをめぐる環境は厳しい状況にあります。 

 平成２７年４月から始まります子ども・子育て新制度に向けて、今後策定
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します計画に沿って、安心して子供を産み、育てることができる町を目指し、

子育て支援の充実を図っていきたいと考えております。 

 御質問の社会福祉費の中での子育て支援に係る事業といたしましては、発

達に不安があるお子さんを対象とした障害児通園事業ひばり学級を行ってお

ります。 

 次に、２点目の御質問についてお答えをいたします。 

 保育園、保育士の実態につきましては、在園児は、１月から継続の入所申

請を受け付けており、各園は４月からの園児数を想定して保育士の採用配置

をしますので、待機児童についてはゼロで推移し、年度途中になり、入所希

望がふえてくると保育士の配置が厳しくなるようでございます。 

 また、毎年４月と１０月に実施する調査により、保育園職員数等の状況や

在園児数を把握をしておるところでございます。 

 次に、３点目の御質問にお答えいたします。 

 児童虐待防止についての町の考えにつきましては、児童が心身ともに健や

かに生まれ、かつ育成されるよう努めなければならない、児童の保護者とと

もに、児童を心身ともに健やかに育成する責任を負うものと児童福祉法の理

念にありますように、児童の健やかな育成を脅かす虐待はあってはならない

ものと考えております。そのため、ポスターなどによる広報、啓発とともに、

児童虐待につながる子育てに対する不安を解消するために、初めてお母さん

になられた方を対象とした子育てについての研修や相談事業を行っておりま

す。 

 また、保育士の先生方が保育園全体で園児や送迎のお母さんたちの様子を

注意して見ており、必要に応じて声かけ等により確認し、福祉課への相談や

事例によっては長崎こども・女性・障害者支援センターへつなぐなどの対応

をとっております。 

 次に、４点目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 本町のイベント等における子育ての中の方々が参加しやすい取り組みにつ

きましては、子育て中の方を対象として、おひさまひろばで開催する研修会

や婦人の家で開催する親子教室での調理実習の際に、託児等を行っておりま

す。 

 また、町民体育館では、幼児室が整備されており、ベビーベッドや幼児ス

ペース等が設けられ、アリーナからお子さんの様子が確認できるようになっ

ております。町民文化ホールでは、母子室が整備されており、室内には座席

が４席とおむつ交換台や授乳スペースが設けられ、親子でステージ上が観覧

できるようになっております。 

 そのほか、町内の放課後児童クラブの連絡協議会が毎年開催する子育て講

演会においても、託児等が行われております。 

 このように、今後も子育て世代が参加するイベントや相談事業におきまし

て、参加しやすい環境づくりや施設利用などにつきまして、研究をしていき

たいと思っております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 



 

－ 115 － 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 ①の公民館について、（１）町の現状として、たくさんある公民館等をど

のように捉えているかについて回答いたします。 

 現在、教育委員会が所管しております公民館及び類似の施設としては、町

立の３つの公民館のほか、北部多目的研修集会施設、勤労青少年ホーム、働

く婦人の家の計６施設ございます。これらについては、建設時の補助金の出

どころによって、それぞれ名称は異なりますが、設置の目的が条例の中に定

められています。 

 運営の形態としましては、現在では、公民館と同様の社会教育施設として

取り扱っているところです。これらの施設は地域住民の社会教育の拠点とし

て、あるいは生涯学習の場として、あるいは住民の連帯感を高めるコミュニ

ティーの場として、広く利用されているところです。 

 また、各自治会にある地域公民館につきましても、町立の施設と同様に、

建設時の補助などの関係から、公民館、集落センター、防災センターなどの

名称はさまざまですが、それぞれの自治会における活動の拠点として利用さ

れているところでございます。 

 ２点目の集落センターを含めた長与町の公民館の実態、具体的な活動状況

でございますが、町立の公民館等については、毎年主催講座として、各施設

とも１０講座程度を開催し、多くの皆さんが参加されております。また、自

主的なグループ活動の場としても利用されていて、これらの活動の発表の場

として、毎年それぞれの施設の祭りを開催していることは御案内のとおりで

ございます。地域公民館においても、先ほど申し上げたとおり、自治会活動

の拠点としてのほか、自主グループの活動などにも広く利用されているとこ

ろでございます。 

 ３点目の公民館の組織と職員体制でございますが、町立の公民館等につい

ては、非常勤の特別職である館長１名、事務のパート職員１名、夜間、土曜

日曜、祝祭日の管理人１名にて管理運営を行っております。 

 ４点目の公民館活動の輪を広げ、充実、強化するための具体的な取り組み

でございますが、先ほどの具体的な活動でも申しましたが、各施設において

実施しております主催講座を中心に、内容の充実を図ってまいりたいと考え

ています。 

 また、今後も公民館まつり等を継続して開催し、日ごろの学習成果の発表

の場を提供するなど、公民館活動の一層の充実、強化を図るとともに、地域

の皆さんの交流の場、触れ合いの場としてまいりたいと考えております。 

 地域公民館においては、各地域公民館の館長さんで構成されております長

与町地域公民館連絡協議会と連携しながら、同協議会が実施しておられるモ

デル公民館事業、一館一事業などの補助事業の普及を図るとともに、県公民

館大会とか、九州地区公民館研究大会への参加や地域公民館活動における先

進的な視察研修などを通して、それぞれの地域公民館活動の活性化を図って

まいりたいと考えております。 
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 ５点目の公民館の老朽化の問題ですが、町民の公民館等につきましては、

昭和４４年開館の長与町公民館を筆頭に、昭和４０年代から５０年代に建設

された施設が多くあり、築３０年以上を経過し、老朽化が進んでいることは

議員御指摘のとおりでございます。現時点において、建てかえや大規模改修

など、具体的な計画はございませんが、施設の状況、あるいは財政状況等を

勘案しながら、今後検討してまいりたいと考えております。 

 ６点目の公民館運営審議会での取り組みや委員の募集方法でございますが、

公民館運営審議会は、原則毎年５月と１０月ごろ開催しております。審議内

容につきましては、１回目は、前年度事業及び施設の利用状況、当年度の主

催講座募集状況などの経過報告を中心としております。また、２回目は、当

年度の事業経過報告及び次年度予算編成に向けての事業計画等について御意

見をいただいております。 

 町立３公民館と北部多目的研修集会施設の４施設を対象とした公民館運営

審議会と、勤労青少年ホーム及び働く婦人の家を対象とした運営委員会の２

つの審議会がございますが、いずれも同様な形で進めているところでござい

ます。 

 次に、委員の選任方法ですが、長与町公民館の設置、管理及び職員に関す

る条例の第６条に規定されているとおり、学校教育及び社会教育の関係者、

家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から、教

育委員会のほうで委嘱しています。 

 また、勤労青少年ホーム・働く婦人の家運営委員会につきましても、規則

の定めにより、関係行政機関の職員、学識経験者、企業者代表、利用者代表

の中から、教育委員会のほうで委嘱しているところでございます。以上でご

ざいます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 最初に、町立公民館と自治会対応の集落センターの公民館というものがあ

るということで御説明いただきました。その中で、自治会公民館として自治

会で活動する集落センター、もしくはそれに見合うものというお話でしたけ

れども、４９自治会あると思うんですけれども、その中で全部集落センター

というものがあるのかどうかお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  集落センターというものにつきましては、先ほどちょっと答弁の中にござ

いましたけれども、補助金の関係で、農林関係の補助ということでつくられ

ている施設でございます。それが全自治会にあるかということではございま

せんので、先ほど申しましたとおり、例えば公民館であるとか、防災センタ

ーでございますとか、集落センターも含めてですけども、そういう呼び名の
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集会所的なものという意味では、全自治会お持ちになっているというふうに

理解をしております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 形は違うけれども、一応全自治会持っているということに値するというこ

とで理解してよろしいですかね。 

 では、その公民館活動の中で、今講座をたくさんされて、また、祭りとい

うのを年に１回されているということなんですけれども、公民館活動の中に

は、地域教育力の向上、家庭教育、高齢化社会への対応、人権教育、自治公

民館活動、青少年教育、ボランティア活動と、いろんなものがあると思うん

ですけれども、現在この長与町において、どこを重点にされているのかお伺

いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  どこを重点的にという御質問でございますけども、基本的にはさまざまな

分野の教育活動ということを含めて考えております。例えば人権につきまし

ても、例えば高齢者学級とか、そういうふうな事業がございますけども、そ

ういう中に一こま入れるとか、いろいろそういうふうな形でさまざまな分野

のものを入れていくというふうに考えております。 

 それと、家庭教育学級につきましては、今現状、各学校、小・中学校と連

携をとりまして、それで、ＰＴＡのほうと共催でみたいな形で進めさせてい

ただいているというふうなところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 先ほどお話の中にもありました公民館研究大会の中で、取り組まれている

ところで、高齢者が安心して暮らせるまちづくりの取り組みの中で、福岡県

の糸島市が取り組んでいらっしゃった校区コミュニティーバスの乗り入れと

いうことで取り組んでらっしゃったんですけれども、長与町でも、この一般

質問の中でも出てきてたかと思うんですけれども、コミュニティーバスを希

望するというところ、団地があると。そういうものを取り入れてはどうかと

思うんですけれども、そのあたりのお考えはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  大変申しわけございませんけども、公民館活動と、そのコミュニティーバ

スの関係というのが、私もその研究大会に出ておりませんで、詳しいことを

存じ上げないというのが現状でございますので、ちょっと回答は差し控えさ

せていただきたいと思います。 
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議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 この研究大会は、多分毎年あってるんではないかと思うんですね。今回私

は出席させていただいたんですけれども、いろんな取り組みの中で、公民館

の今されている講座ももちろん大事だと思うんですけれども、やっぱり新た

な取り組みを考えていくことが必要かなと思うんですね。 

 また、その中で、もう一つの取り組みとして、今学校支援ということをい

ろんな形でされているかと思うんですけれども、公民館で学習したことを学

校支援に生かしましょうということで、これも熊本県の益城町がされている

んですけれども、学校の支援の中で、いろんなチームでされているのは長与

町でもされている事例は承知しておりますけれども、公民館で学んだものを

生かすというのは、公民館活動が生かされるということなので、そういう取

り組みもされてはどうかと思うんですが、そのあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  公民館活動、公民館で学んだことを学校でという御指摘でございますけど

も、公民館活動に限らず、社会教育といいますか、生涯学習と申しますか、

さまざまなグループ、サークルで学習をされている団体がございます。そう

いう中で、公民館ではやってないけども、そういうサークルというのもござ

いますので、そういうところが例えば学校のほうで実施しております学社連

携事業というのがございますけども、そういうふうな中で、お茶の指導とか、

南画とか、いろいろそういったことを子供たちに教えてると、そういうふう

なことも実際にはなされておるところでございます。 

 公民館活動が私どもの所管しております社会教育の一部ということになり

ますけれども、それ以外の、例えば公民館以外でいろんな活動をされている

方の活動というのも含めて、各小・中学校との連携、これは郷土芸能等も含

めてでございますけども、そういう形での社会教育と学校の連携、それはこ

れまでも連携をとっているというふうには考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 社会教育と学校の連携は私も、先ほど申しましたように、承知をしており

ます。ただ、その公民館活動がずっと利用状況を見てますと、あんまり変わ

らない状態でいっていて、もしくは下がってる状態になっておられるので、

ある程度限定された方が利用しているんじゃないかなと思うので、新たな視

点が必要ではないかと思うんですね。その中で、学校支援というものもある

ので、取り入れてはどうかなというところで、新たな視点を考えられないか

どうかをお伺いしたいんですけれど。 

議  長 （山口経正議員） 
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 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  これまでの取り組みとしては、先ほど申し上げましたようなことで実施を

いたしております。 

 今後、公民館活動と学校との連携研究課題という形で検討させていただき

たいというふうに思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 今、議員さんが御指摘の件は、学校の活動をその発表の場として公民館活

動で、最初は１つぐらいの公民館だったんですが、今は全部の公民館まつり

でやってますね。しかも、それに幾つも複数出ていると。そして、オープニ

ングを飾ったり、郷土芸能を披露したりして、そして、地域の方が公民館に

たくさん集まって拍手喝采を受けて、そしてモチベーションを上げて学校の

活動につなげていくということで、私は本当にそこはうまくいっていると思

うんですよ、学校を支援していただくということではですね。そんなふうに

もうたくさん思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 学校とはつながっているということで、公民館で得たものを今後学校にも

っともっと生かしていただければなというふうに思います。 

 この公民館の体制としては、先ほど館長１名、事務員さん１名、管理人さ

ん１名ということでございましたけれども、この体制で今、自主活動を主に

していただいている公民館活動のサポートができてるのかなという、ちょっ

と疑問なところがあるんですけれども、そのあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  サポートといいますか、公民館活動で御利用いただいているグループ、サ

ークルがメーンになるんですけども、場合によりましては、例えば子供講座

等を開くときに、例えば子供の料理教室、刃物を使ったりするわけですね。

そういうときには、親御さんに御協力をいただいたりとか、そういう形でサ

ポートは呼びかけをしながら対応しているというのが現状でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ということであれば、今の体制で十分だと考えているということで理解し

てよろしいでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 
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生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  現状で大丈夫ではないかというふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 私としては若干人手不足ではないのかなというところが懸念されるところ

ではありますけれども、費用のこともございますでしょうから。 

 この館長というのが、先日の県の公民館大会では、館長もまちへ出ていく

べきではないかというような講演があったんですけれども、まちへ出ていっ

て、住民が求めているものを聞いて、そして、それをまちづくりに生かすと

いうことが公民館の役割にも今は必要になってきてるんではないかというよ

うなお話があったんですけれども、そのあたりはどう考えられますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  確かに公民館を経営していく中で、やはり多くのニーズを得るということ

は重要なことになろうかと思います。そういうことも含めて、確かに外へ出

るということはなかなかないかもしれませんけれども、利用者の方のアンケ

ートをとったりとか、そういうふうな形でニーズの把握には努めているとこ

ろでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 講演をいろいろと聞くと、いろんな新しい取り組みがあちこちで出ている

かと思うんですね。今までされてきていることもとても重要だとは思うんで

すけれども、新しい取り組みで、今公民館を利用している方、高齢者の方が

若干多いかなと感じてるところなんですね。だから、若い人もニーズがある

ような公民館になってほしいなと思うので、そのあたりを、今までしてきた

からというのではなくて、新しい取り組みもちょっと考えていただければな

と思うんですけれども、検討するという形のお考えはありますでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  確かに利用者の方、少し平均年齢が少し上がってきているというのは事実

であるというふうに思っております。一つには、若い子育て中の方が共稼ぎ

とか、そういうことで昼間とか、夜はあれですけども、利用が減っていると

いうのは事実だろうというふうに思います。確かにそういうことを解消する

ために、もういろんな、過去もいろんな努力をしてきているところでござい

ます。例えば夜型講座を設けるとか、いろいろそういうことも実施をしてき

たところでございますけども、今後いろいろ先進地等を調べながら、より多

くの方が御利用いただけるような施設にしてまいりたいというふうに考えて
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おります。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ぜひ皆さんが御利用できるような公民館にしていただければなと思います。 

 公民館はやはり住民のやる気を引き出し、まちづくりを計画するところと

いうのを目指していただければと思うんですけれども、町長は長与町に住ん

でよかった、いつまでも住み続けたい、いつかは長与町に帰りたいというの

を前面に出されているので、それにもつながるかと思うんですけれども、町

長としては、この公民館のあり方についてどう思われますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 長与町の公民館の使用の状況というのは、結構いろんな使い方されてると

思うんですね。子供たちの場合は、例えば先ほど出ました郷土芸能とありま

すけども、例えばなぎなた等々をやるときには親子３世代で公民館で練習を

したりとか、いろいろとございます。それから、今からは高齢化が進んでい

くので、公民館の使われ方というのは、やはりお年寄りの方が使うケースが

ふえてくるんじゃないだろうかというふうに思うんですね。その中で、議員

がおっしゃるように、生徒にとっても新しい学校につながるような取り組み

というのも一つの課題としてあります。それと同時に、まだお年寄りの方々

が健康で長生きしていてもらうというような意味で、例えば民謡大会とか、

子供たちの例えば囲碁大会もございます。そういったものもいろいろありま

すけれども、そういったものを通じまして、やはり融合とか、お年寄りの方

と若い方々の融合とか、そして、さらに、本当は若い子供たちがそこで使っ

ていただくというのが一番よろしいんでしょうけども、少子化ということも

ございます。そして、また、子供たちは子供たちで、今先ほど申し上げまし

たように、御両親が働いていらっしゃるとか、子供たちはその後、例えば塾

に行ったりとかというようなこともありますし、自分のやりたい習い事とい

うようなこともありますでしょうし、そういったものも含めて考えますと、

ある程度公民館の利用状況としては使われているんじゃないかなというふう

に私は思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 では、公民館の老朽化について、今のとこ、建てかえは考えられてないと

いうことではありますけれども、やはり長与町公民館はもう昭和４４年とい

うところで、４４年間経過しておりまして、その面で使いづらいところもあ

るかと思うんですね。費用がかかるので、今４０年代の建物がどんどんどん

どん老朽化しているのでってきのうもお話がありましたけれども、その中で、

何年ぐらいをめどにとかいうことは考えられてますでしょうか。 
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議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  具体的な建てかえの計画がないということで、当然ながら、昭和４４年に、

前回の国体の年にオープンした公民館でございます、長与町公民館につきま

してはですね。ほかの施設につきましても、本当に５０年代の初めぐらいに

建てられた施設が多くございまして、それぞれいろんな補修をしながら現在

使っているというような状況でございますけども、確かに建てかえの必要が

あるというふうに言えば、そうなんですけども、今のところまだ早急に、緊

急に建てかえをするというような、具体的な計画というのは立てておりませ

ん。ただ、今後ますます老朽化というのが進んでまいりますので、やっぱり

計画的にそういうところも含めて考えていくべきところではないかというふ

うに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 そうですね、ぜひ、耐震の問題もあるかと思いますので、建てかえも含め

て、１０年計画の中でどのあたりとかいうのができればなというふうに思い

ます。 

 次の公民館運営審議会なんですけれども、年に２回されているということ

なんですけれども、これは十分機能しているのかなと思うんですが、そのあ

たりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  公民館運営審議会につきましては、予算としては年間３回分ということで

予算化をさせていただいております。そのうち、以前は３回実施をしていた

んですが、年度末というのはなかなか、１年終わる前にその年度の総括とい

うのはちょっと難しいということで、年度初めと、それと年度中間とという

形で実施をさせていただいております。話の内容につきましても、先ほど答

弁の中にございましたけれども、施設の事業計画、経過報告、その他ですね、

利用状況とか、そういったのも含めて、それとあと、次年度の事業計画に向

けての御意見を頂戴するとか、そういう形で十分機能しているというふうに

判断をいたしております。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 その会議に出席してるんですけど、今ちょうど議員さんがおっしゃったよ

うなことを、もう本当に指摘されます。もう少し魅力ある、若者をするため

にはとかね。例えばパソコン講座なんか、物すごく多いんですよ、定員を超

えてね。しかし、そうでない講座は定員に満たない講座もあると。そういう
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のを一つ一つ分析しながら、何でこの講座は欠席率が高いのかとか、一つ一

つ精査していきますから、私は本当に十分機能していると思うんですね。 

 ただ、そういうパソコン講座は多い、そういう講座は少ないといったとき、

何かもうそういう余暇の活用という意味では、やっぱりゆとりがないんじゃ

ないかなと、今の社会ですね。そういうのをこの講座構成の中身からも感じ

るときもあるんですよ。審議会では本当にいろいろ指摘をしていただいて、

機能していると思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 では、その審議会の御意見を参考にしながら、いい公民館づくりができれ

ばなというふうに思います。 

 もう１点だけ、最後に、委員の募集は学識経験者とか、学校経験者に委嘱

しているということだったんですが、最近はどんな委員でも公募をしてはど

うかということで、長崎県のほうも公募に移行するようなお話が出ているん

ですけれども、長与町としても、この委員も含めて、いろんな委員があるか

と思うんですが、公募をしていくというような考えはないかお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 公募して集まるかという問題もあったり、いろいろしますけども、この公

民館運営だけじゃなくて、ほかのも含めて、いろんなところの検討をさせて

いただきたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 そうですね、ぜひ公募も全体的に検討していただきたいなというふうに思

います。 

 公民館活動が今後も住民のやる気を引き出し、やはりまちづくりを計画す

るところという一つの拠点になるような公民館づくりにして、輪が広がって

いけばなというふうに思います。そういう公民館になることを期待して、こ

の公民館についての質問を終わりたいと思います。 

 次に、子育て支援についてなんですけれども、社会福祉費の中で、いろん

なひばり学級とか、事業をされているということなんですが、この社会福祉

費の中で、高齢化対策の費用と比較した場合に、子育て支援の費用というの

はどんな形に、同じぐらいになっているのか、子育て支援のほうが少ないの

か、そのあたりをちょっと教えていただければと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 社会福祉費の中での子育て支援に関係する事業としましては、福祉医療費



 

－ 124 － 

の扶助費と、あと、ひばり学級というのが答弁のほうにもちょっとありまし

たけども、発達に不安があるお子さんを対象とした療育の事業を行っており

ます。これが今年度の当初予算ベースでいきますと、福祉医療については５,

４０７万５,０００円、それと、ひばり学級が１,６３６万５,０００円の予

算規模でございます。一般会計ですけども、老人福祉関係の費用が予算とし

ましては、老人福祉総務費が６,９０６万５,０００円、介護保険費が４億５,

８０２万円、後期高齢者医療費が４億２,５６７万９,０００円というふうに

社会福祉費の中ではなっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 今数字を言っていただいたんですけれども、高齢者対策に係る費用ももち

ろん必要だと思うんですけれども、今後子育て支援にも力を入れて、若い人

が住みたい町になっていくといいかなと思うんですね。そのときに、福祉課

として、比率ですね、数字はいいんですけれども、比率的に重点がどちらに

ということでもないんですけれども、同じぐらい、高齢者と同じぐらい子育

て支援にもかけていただければなという思いがあるんですが、そのあたりで

比率としてどう捉えているかというのをお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 社会福祉費の中では、老人福祉費のほうがどうしても多くなるんですけど

も、民生費の中で考えますと、社会福祉費が今先ほど申し上げた、ほぼ内容

になりますけども、次の児童福祉費のほうが全て子育て支援関連になります

ので、民生費の中で考えますと、児童福祉費の割合的は約半分近く。老人福

祉関係でいきますと、約４分の１、２６％ぐらいかになるかと思います。あ

くまでも一般会計上の予算上の説明でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 所管として子育て支援に、やはり私らは予算拡大が今後は必要ではないか

と思うんですね。皆さん、今予算を考えている時期かと思うんですが、予算

を片やふやすには、高齢者の医療費抑制とか、いろんな政策が必要になって

きて、その中で按分していかないといけないと思うんですね。だから、子育

て支援をする、少子高齢化にやっぱり歯どめをかけるには、子育て支援の予

算が拡大することが必要ではないかと思うんですけれども、そのあたりはど

う考えられてますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  確かに議員さんがおっしゃるように、子育て支援に対しまして、町長の方



 

－ 125 － 

針でもありますので、ふやしていくということで、本年も保育所の保育料で

すか、そちらのほうも町のほうから支援をいたしまして、親御さんからいた

だく金額を県内でも少ない金額にさせていただくような、そういう方向で子

育てをしやすい環境をつくっていくということで、予算化をどんどん進めて、

させていただいておりますので、今後も続けていきたいと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 では、ちょっと時間がないので、次に児童虐待のことでお尋ねしたいんで

すけれども、１１月は児童虐待防止推進月間だったんですが、先ほど、何か

ポスターで広報している分と啓発活動しているということなんですが、１１

月がその月間ということで、特別な取り組みを長与町としてはされましたで

しょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 長与町として行事的なものはやっておりません。先ほど申し上げましたポ

スター等の配布による啓発を行っている。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 やはりこの防止推進月間と出ているところで、オレンジリボンキャンペー

ンとか御存じだと思うんですけれども、いろんな取り組みを自治体でもされ

ているので、長与町でもぜひ幼児虐待防止キャンペーンということで、幼児

虐待防止に向ける活動、例えば見守り活動をするとか、幼児家庭の声かけ活

動を具体的にその月間にしていくとかいう具体的な施策は考えられないでし

ょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 現在のところ、先ほど申しましたとおり、ポスター、リーフレット等の配

布、その月間に合わせて配布しておりますので、今後は、議員さんおっしゃ

るような具体的な何らかの活動を計画していきたいと考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 ぜひ取り組んでいただければと思います。 

 先日、児童虐待数として、長崎県では２６３件ということで、１０％ふえ

ているということで発表されてたと思うんですけれども、長与町での実態と

してはいかがでしょうか。 
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議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 長与町内での虐待等に関する相談件数ということになりますけども、２４

年度で６件あっております。 

議  長 （山口経正議員） 

 続けて。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 済みません、申しわけありません。 

 ２４年度で６件ですね。それから、今資料的に２１年度からありますけど

も、２１、２２、２３が４件で、２４年が６件ということで、長与町におい

ても若干ふえてはおります。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 やはりこの児童虐待で件数もなんですけれども、実態的に、相談に行った

んだけれども、亡くなってしまうというのがけさのニュースでも言われてた

ので、御存じかと思うんですけれども、そうしたときに、けさの栃木県であ

った分は、役場に相談に行きました。その後、あざを見つけました。そして、

見に行きました。でも、その後、２日後に結局は亡くなられてて、それが虐

待だとわかったのが事件から１年半後という、この時間の経過等いろいろあ

るんですが、防止、予防がやっぱり大切だと思うんですね。だから、件数に

かかわらず、直接ここで児童相談所があるわけではないですけれども、やっ

ぱり子育てのお母さんが相談に来たときの対応として必要かと思うんですが、

そのあたりで対応のシステムというのはどんなふうになっているか、教えて

ください。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 児童虐待には限りませんけど、ほかの虐待もですけども、通報と相談等が

ありましたら、まず関係機関等ですね、例えば小さいお子さんだったら民生

委員さんですね、地区の民生委員さんとか、保育園に通われてたら保育園関

係、そういった関係者の方を集まっていただいて、どういう状況かというこ

とで、まず情報の共有化を図り、それで、その後、具体的に虐待の可能性と

いいますか、強いようである場合は、児童相談所とか福祉事務所等の担当の

方にも入っていただいて、ケース検討ということで協議をいたしまして、そ

の後、明らかに何らかの手を打たなければいけないということであれば、児

相のほうが指導に入ったり、あとは、身の危険があるとかという場合におい

ては、場合によっては警察に入っていただくような対応になります。今のと

ころですが、町としてはケース検討会ということで実施するところまでで行

っております。 
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議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 今のところ防止策としては、今とられている策で十分かなというふうに考

えておられますでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 現在町としてできることとしましては、当然その間に担当の職員がお宅の

訪問に行ったりとか、様子といいますか、そういう情報も得ながらの対応を

してますので、町としては今のところできる範囲でやっているというのが現

状でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 じゃあ、その防止策も含めて、また防止に取り組んでいただく中で、今子

供会に加入されるお子さんが減っているというふうにお話を聞くんですけれ

ども、やはり子供会に入りながら、地域の方との連携をとっていくと、お互

いに気づき合えるというところで、児童虐待防止、孤独にならないという意

味でも、そういうところにつながっていくかと思うんですけれども、子供会

加入に関しても、つなげていくということで、促進をしたらどうかと思いま

すが、そのあたりはいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生涯学習課長。 

生涯学習 （和泉嘉彦君） 

課  長  子供会の加入につきましては、議員御指摘のとおり、なかなかやっぱり上

がっていかないという実態がございます。子供会のほうでも、会員獲得とい

いますか、勧誘のために小学校入学時の説明会等で役員さん、うちの職員も

含めてですけども、それぞれ出向きまして、いろいろお話をしながらお願い

をしているような状況でございます。特に児童虐待と直接の関係はございま

せんけども、子供会の加入促進については、私どもも十分考慮していきたい

というふうに考えているところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 了解しました。 

 では、もう一つ、虐待児童の医療を支援するということで、次回の診療報

酬改定では、虐待を受けた子供を治療する医療機関に増額されるという予定

だと、もう発表されているんですけれども、現在長与町においてそういう虐

待を受けた方が医療支援というのができているのかどうか、お伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 
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 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 現在のところやっておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 まだ答弁ありますか。 

 しばらく休憩します。 

 再開します。 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  済みません、直接その被害に遭った人に対する医療費の対策は、直接名目

的にはございません。確認しましたけども、今までもそういう該当、それを

要求したという該当もないということでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 現在は該当する方もいないということなんですが、今後は医療支援も考え

ていただければというふうに思います。 

 最後に、この長与町の中のイベントで、子育て中の方が参加しやすい取り

組みということで、いろんなベビーベッドを置くとか、取り組みをされてい

ると思うんですけれども、親子教室とか、もう最初から子供が来るようなイ

ベントは用意されてるようなんですが、普通の講演会、一般の人が参加する

講演会、研修会があるかと思うんですが、その場合に、一時預かり保育とい

うものが必ずあるというか、保育が若い人が来たときでもできるような体制

にあるのかお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 福祉課長。 

福祉課長 （西平隆邦君） 

 通常といいますか、そういった、答弁の中にもありますように、子育て中

の方を対象にして、事前にわかる分については、そういう託児の体制をとる

ように心がけておりますけども、ほかの行事等、研修会もですけども、一般

の方を対象にしてますので、現在のところそこまでの対応はしておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 饗庭議員。 

  １番 （饗庭敦子議員） 

 やはり若い方にいろんなものに参加していただくには、今後そこも必要に

なるんではないかなというふうに思います。もちろん対象にされている分は

されているということなんですが、今後いろんな講演会、最近ではベビーカ

ーでたくさん来られると思うんですね。そうしたときには、ベビーカーを置

くところがないとかいう問題もありますので、そういう細かいところもぜひ

考えていただいて、できる範囲で、子育て中の方がいろんな講演会に若い方

がやっぱり参加できるような支援をしていただければなというふうに思いま
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す。 

 この子育て支援事業というのは、子供が生まれた後に支援されている内容

が多く、今は親子教室とか、生まれる前も若干あるかと思うんですけれども、

今後はやはり生まれる前から母親、父親の支援というのももっと必要になっ

てくるかと思うので、今されているものも含めて、今後そういう支援をもっ

ともっとふやしていただくために、やはり子育てという中で予算をぜひふや

していただいて、子育て支援を包括的な形でしていただければなというふう

に思います。 

 以上、お願いして、質問を終わりたいと思います。ありがとうございまし

た。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１３時まで休憩します。 

（休憩１１時４３分～１３時００分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順８、金子 恵議員の①町の福祉行政について、②過去の一般質問の

進捗状況についての質問を同時に許します。 

 ７番、金子 恵議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 皆さん、こんにちは。午後の１番ということで、余りおなかいっぱいにな

ると頭が回らないと言われたので、素直に食事を半分に減らしてきました。

１時間、頑張りますので、よろしくお願いいたします。 

 大きい１番、町の福祉行政についてです。 

 （１）現在、地球温暖化問題が高い関心を集めるようになり、その対策が

議論されています。その中で、それが原因とされるフィリピンを直撃し、甚

大な被害をもたらした台風３０号は記憶に新しく、また、日本でも伊豆大島

での台風による被害など、心が痛みます。例年になく暑い夏や台風、ハリケ

ーンなどの異常気象が世界各地で多発していることもあり、急速に地球環境

問題に対する関心が高まってきているのではないでしょうか。 

 そこで、住民、行政が一体となり、低炭素社会、循環型社会への転換を目

指し、それぞれの立場で努力することが重要であると考えます。このことを

踏まえ、２７年４月ごみ処理施設の稼働に向け、その課題、取り組みについ

て伺います。 

 （２）本町には多くの公共施設があり、地域活動や生涯学習、高齢者や子

育て支援、国際交流、町民活動など、さまざまな形で福祉の向上に寄与して

います。しかし、施設の利用を効果的に行うためには、社会状況や町民生活

の現状に沿った柔軟な発想が必要と考えます。 

 地域の課題を解決し、最大の効果を上げる活用の仕方を町民と行政の知恵

で生み出す必要があるという観点から、今後の施設運営、対応などについて

伺います。 

 次に、大きい２番です。過去の一般質問の進捗状況についてです。 
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 （１）平成２４年３月議会において、高齢者の安全・安心の観点から、免

許証自主返納制度について質問しました。研究し、支援をしていくとの答弁

でありましたが、現在の進捗状況を伺います。 

 （２）平成２３年９月議会において、高齢者の見守りに関し、黄色い旗運

動などについて質問しました。その後の議会においても、高齢者の見守りに

対し、質問を重ねてきましたが、決定的な回答を得ていません。今後のさら

なる取り組みについて質問をいたします。 

 （３）平成２５年９月議会において、町民の安心・安全のまちづくりにつ

いて質問しましたが、エコほたるに関し、その後検討したのか伺います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、きょうの午後一の金子議員の御質問にお答えをさせていただき

たいと思います。 

 まず、１点目の御質問についてでございますけれども、議員が御指摘され

ましたように、この地球温暖化問題は、人間のみならず、地球上に存在する

全ての生命存続にかかわる重要な問題だと認識をしているところでございま

す。 

 そのようなことから、このごみ処理施設につきましては、循環型社会形成

推進交付金の活用を行い、１０％以上の熱回収率を要件とした事業での取り

組みを行っているところでございます。 

 また、現状のごみ処理状況につきましては、可燃ごみは委託をしておりま

す長崎市の清掃工場へ、燃やせないごみに含まれる靴、かばん、プラスチッ

ク製品などの可燃性物やガラス、陶磁器等の不燃物は山口県まで運搬して、

焼却及び埋め立ての最終処分を行うなど、運搬に係るＣＯ２の排出量は、年

間おおよそ２２３トンになると組合に確認をしているところであります。焼

却施設が完成いたしますと、遠くは山口県までの運搬に係るＣＯ２の排出量

が削減されることとなります。 

 施設完成後につきましても、低炭素社会、資源の循環型社会の構築を目指

し、リデュース、リユース、リサイクルの３Ｒ事業の推進を図り、より一層

のごみの軽量化を図っていかなければならないと考えておるところでござい

ます。 

 次に、２点目の公共施設の今後の運営、対応などについてでございますけ

れども、地域活動や公民館活動など、地域づくりや仲間づくりなどを目的に、

多くの住民の皆さんに御利用をいただいておりますことは、議員御指摘のと

おりでございます。 

 これらの施設につきましては、それぞれ設置条例、管理、運営規則などに

より、利用の制限なども含め、施設管理上の必要な事項が定められており、

その定めに沿って管理運営をしているところでございます。 

 御質問の今後の施設運営、対応ということでございますが、条例、規則な
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どを基本とすることはもちろんでございますが、運営に支障がない限り、さ

まざまな場面に応じて、柔軟な対応を心がけてまいりたいと考えておるとこ

ろでございます。 

 次に、２番目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 １点目の免許証自主返納制度の進捗状況についてでございますが、昨年１

０月より運転免許証自主返納に対する住民基本台帳カード交付手数料免除制

度を設けているところでございます。制度の内容としましては、運転免許証

を自主的に返納された６５歳以上の方を対象として、住基カードを希望され

る方に対し、無料での写真撮影及び住基カード発行手数料の免除を行ってお

ります。 

 平成２４年中の運転免許証返納件数は、県下で１,２２９件、時津警察署

管内で５６件、うち長与町３１件となっており、住民基本台帳カード交付手

数料免除制度を利用された方は、現在までに４件となっております。 

 ２点目の過去の一般質問の進捗状況でございますけれども、黄色い旗運動

につきましては、平成２３年９月及び平成２４年３月議会の一般質問の際に

答弁いたしましたとおり、高齢者を初め、社会的弱者の安心・安全を第一に

考えますことは、議員と同じと考えております。したがいまして、御提案の

この運動も一つの選択肢と考えております。 

 このことから、担当部署でも検討してまいりましたが、長与町地域福祉計

画を推進するための長与町地域福祉活動計画が社会福祉協議会により策定さ

れ、現在住民参加による高齢者支援として、自治会を中心とした声かけによ

る見守り活動を進めているところでございます。 

 今後、長与町版地域支え合いＩＣＴ事業と声かけによる見守り活動を進め

ていく中で、この黄色い旗運動につきましても、引き続き検討をさせていた

だきたいと考えております。 

 ３点目の御質問についてお答えをいたします。 

 エコほたるに関しまして、平成２５年１０月３０日、関係各課、波佐見町

へ赴き、長崎県窯業技術センターの職員及び共同開発者より説明を受けてお

ります。用途といたしましては、現在、波佐見町内において、誘導灯として

公共施設の階段、駐車場の車どめに使用しているとの説明でございました。 

 長与町といたしましては、遊歩道、新規道路の歩道について、費用対効果

を勘案しながら、検討課題としたいと考えております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 それでは、ある程度順を追って再質問に入らせていただきます。 

 先ほど答弁の中にもありましたように、限られた資源を大切にする、その

気持ちこそが現代日本の重要課題、循環型社会づくりを実現するキーワード

であると思います。だからこそ、今の分別が住民に浸透し、受け入れられた

理由ではないかとも思います。 

 本町は、２７年４月に熱回収施設が稼働しますが、ごみ対策の基本的な考
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え方がどのように変化していくのか、この点をまずお尋ねします。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  お答えいたします。 

 この施設の建設工事につきましては、いよいよ１１月末から本格的な工事

に入っておりまして、順調に進捗をしているということで組合からお伺いを

いたしております。 

 先ほど町長が答弁を申し上げておりますように、地球温暖化問題を初めと

して、低炭素社会、資源の循環型社会の構築を目指すという観点で、３Ｒ事

業を推進をして、今後もごみ減量に努めてまいりたいと、そういう基本的な

考え方につきましては、変更はございません。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 この新しい熱回収施設ですけれども、時津町と共同で実施しますが、多く

の面でのすり合わせが必要かと思いますが、その点の進捗状況はいかがでし

ょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  現在、構成町会議という形で協議をいたしております。その中で、すり合

わせをしているものにつきましては、不燃ごみ、それから粗大ごみ、それか

ら直接持ち込みごみという形が大きなものとなっております。 

 不燃ごみにつきましては、先ほど答弁の中にもございましたけれども、長

崎市への委託の関係で、遠くは山口県まで運ばれております不燃物に含まれ

ます靴、かばん、プラスチック、長与町におきましてはその他のプラですね、

そういう可燃性のごみについての協議、内容的には不燃物として今取り扱い

がなされている部分を可燃物として変更しようという協議をいたしておりま

す。 

 それと、粗大ごみにつきましては、今全てリサイクルセンターで受け入れ

をしておりますが、完成をいたしますと、その受け入れ先につきまして、粗

大ごみにおける可燃性の粗大ごみはどちら、不燃性の粗大ごみはどちらとい

うことの振り分けと、それから、直接持ち込みごみにつきましては、今度新

施設ができますと、今まで以上に持ち込みの量もふえる可能性もあるという

ことで、その辺について、持ち込み方について協議をしているところでござ

います。おおむね協議が調っておりますので、細部について今検討している

という段階でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 
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 ある程度協議の中で、いろいろとごみの処理の方法というんですかね、そ

ういうものが変わったということですけれども、その他の協議を含めて、周

知の期間を考えると、約１年しかないと思うんですよ。この間のタイムスケ

ジュール、住民に周知をするまでのタイムスケジュールというのはできてお

られますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  先ほど申しましたような協議を行っておりますが、協議が大体調いますと、

周知を進めていこうという話を構成町会議の中で行っております。そういう

中で、余りに早過ぎるのもどうかとかいう意見もございまして、２６年度の

秋口から広報活動をしようかということで、今話をいたしておるところでご

ざいます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 それでは、その構成町会議というものなんですけれども、このメンバーな

んですが、行政だけで決めているのか、そこに住民は含んでいるのか、この

点はいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  構成町会議におきましては、メンバーにつきましては、組合の職員、それ

から長与、時津の両町の所管の部長、課長及び担当者で構成をいたして協議

をいたしております。今住民とおっしゃられましたが、住民の方はその中に

は入ってございません。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 そうですね、まず、このごみの現状というのを住民に知ってもらう必要が

あると思います。ここが大事ではないかと思うんですね。このあたりから両

町の分別など、回収の統一化、そういうものを図る必要があると思いますけ

れども、この点はいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  分別、回収の統一を図る必要性ということでございます。 

 現在その手法が異なるものとしましては、瓶、缶の収集があろうかと思っ

ております。もう御存じのとおり、時津町はステーションでの回収と、長与

町では拠点回収を行っているわけでございます。これにつきましては、組合

のほうといたしましては、以前から話があっているわけでございますけれど
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も、処理自体には支障がないということでお聞きをしているところでござい

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 現状を把握して、両町の合意形成を図るということが大切であると思いま

す。それがやはり行政の役目かと思いますけれども、これは、町長、いかが

でしょう。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 当然図れるべきところは図っていきたいということです。例えばごみ袋ご

ざいますね、ごみ袋をじゃあ統一しようかという意見もあるんですけども、

ごみ袋は長与町の場合は「ほほえみの家」でつくっていただいておるんです

よ。そういった仕事はしてもらうということです。時津は違うということで

ありますので、それを統一するというと、やっぱり非常に無理があるという

こともありますので、統一できるものは統一すると。できないものは、もう

そのままうまくお互いに話し合っていくというようなことだと思っています。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 住民が納得できるような、不燃物、可燃物、そういうものの仕組みという

か、分別の方法が変わったということがもしあれば、できるだけ両町が足並

みをそろえていくということを考えていただけたらいいのかなと思います。 

 次に、拠点回収のことでちょっとお伺いします。 

 本町は、資源ごみの回収ということに関しては、先進地と言っても過言で

はないほど、やはり住民の協力のもと、成果を上げていると思います。今で

は議会の中でも、今までずっとそのあり方について問われてきましたけれど

も、今の時代、リサイクル、先ほど３Ｒとおっしゃいましたけれども、長崎

県は４Ｒですよね。この中に、一応発生抑制というものが入っているという

ことで、これというのは、当然のことであって、これからも続けていくべき

であることとは理解しています。ただ、それが本当に住民の声なのかという

と、いつも疑問に感じるんですね。 

 改めてお聞きしたいのですが、この拠点回収のメリット、これはどこだと

お考えになってますでしょうか。町長でも構いません、再度お聞かせいただ

ければありがたいです。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  拠点回収のメリットということでお答えをさせていただきます。 

 答弁、当初の答弁にもございますように、資源の循環型社会というのを目
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指す上で、環境問題を考える上で、啓発効果は絶大であると考えております。

それと、いつも申し上げておりますことですけれども、地域、また自治会、

コミュニティーの活性化、それから結束力ですね、地域の結束力を図る力が

あるんだろうと考えております。それと、高齢者対策、これにつきましては、

この拠点回収を始めるときから開始をいたしております高齢者等のごみ出し

支援事業、それから昨年、一昨年ですかね、から始めました自治会での個別

回収等々でメリットを考えております。 

 それと、環境問題を考えるという上におきましては、リサイクルセンター

等の見学をされた方も、もうこの中、随分いらっしゃると思います。そうい

う中で、一目で見てわかられたことがあると思います。それは、ペットボト

ル、それと容器包装プラスチックだと思っております。一目でこれは長与町

ですよとわかる、そういう環境教育が大人から子供までできていると、そう

いうところがまさにメリットではないかと思っております。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 ごみ出し支援ですとか、個別回収ですとか、そういうふうに住民の負担を

考えていろんな施策をされているというのもよくわかります。コミュニケー

ションをとるための場であるということもよくわかります。ただ、拠点回収

をしなかった、その前は、コミュニケーションがとれていなかったのかとい

うところに戻ると、それはどうなのだろうというふうに、そういうふうに考

えたりもしますけれども、それは置いときまして、現在自治会長をさせてい

ただいてます。毎月第３日曜日は、担当の班と一緒に、朝の７時から８時半

過ぎまで、資源化物の回収をしているんですけれども、私がいる皆前自治会

というところは、持ってきていただいた方にティッシュペーパーを、箱のテ

ィッシュペーパーを１個ずつお渡しするんですね。毎回数を、２カ所でして

ますから、合計しますと、ほぼ９０個、世帯数は３３０です。実際に持って

きてくださるのは９０、約９０世帯ということですよね。要するに３分の１

程度しか来られていないということが実際なんですけど、現状なんですけど、

この現状はどう捉えられますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  拠点回収につきましては、所管として、拠点回収を回らせていただく中で、

皆前自治会を初め、数カ所の自治会でこういう取り組みをしていただいてお

ります。それにつきましては、本当に感謝を申し上げる次第でございます。 

 ３分の１ということは、もう今実際に数字として出ているということでご

ざいますので、それはもう一定重く受けとめなければならないと考えます。

一言言わせていただくならば、たまたまそのときに都合が悪い方もいらっし

ゃったりと、そういうことのめぐり合わせ等もあって、押しなべてそういう

形もあったのかなと、こういうようなところもちょっと考えております。そ

れと、一番最たるものは、やはりこの資源化物の回収につきましては、民間

の業者も参入をしているという現状もございますし、新聞各社の努力もあろ
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うかと考えております。そういう部分で、やはり減少しているのかなという

ふうには思っております。 

 一つ、今年度新たな取り組みといたしまして、町内の小・中学校、それか

ら拠点から出てまいります牛乳パック、それを再生利用をいたしまして、長

与町のオリジナルトイレットペーパーを作成をいたしております。拠点を巡

回をさせていただく折に、それをお持ちして、このトイレットペーパーの意

味ですね、こういう形でつくってあるんですよと、一つの環境教育として御

説明をさせていただいております。大変好評をいただいているということで

すので、今後これを、またもう少し違った形で活用できないかということで

考えてまいりたいと思っております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 周知が足りないのか、それともほかに出しているのか、別の日に拠点に持

ち込んでいらっしゃる方がいるのか、そこのところは、この数字だけでは実

際把握はできないですけれども、ほかにも長崎市に持っていっているという

話を聞いたこともあります。そして、コンビニの関係者の方から、もうまさ

にもう家庭から持ってきたであろうという、そういうふうに思われる缶やペ

ットボトルのごみを捨てていくという、そういう苦情もよく聞きます。だか

らといって、私はその人たちに環境意識がないと断罪することはいけないと

思います。私がここで言いたいのは、やはり思う以上に負担と思っている住

民もいるのではないかということです。考えていただきたいのは、地域住民

の負担というところを、不満な部分をまずは吸い上げる、そういうその必要

があるのではないかということです。 

 こういうことを考えると、町長のお考えとして、どういうふうな見解をお

持ちか、お聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 これ、最初に金子議員がおっしゃった中で、非常に地球温暖化の問題があ

ると。その中で、行政と住民が一体になって、低炭素社会、循環型社会への

転換を目指すというようなおっしゃってましたけども、まさしくそれの実行

だと私は思っているんですよ。多少負担があるかもしれません。だけど、私

は皆さん方と一緒に、朝、拠点回収に参りましたけども、やはり和気あいあ

いとしゃべっておられるんですね。そこにコミュニケーションが発生してて、

私はいいなと。これがなかったら、すれ違うというかな。特に最近は集合住

宅が多いですので、あんまり話をする機会がないんじゃないだろうかという

ようなことも思います。 

 それと、やはりそういったことの中で、長与を見て、長与は非常にきれい

な町だなと言っていただける方が大変多うございます。私は大変それをうれ

しく思っています。やはり将来の子供たちにこの未来を託していくというと
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きに、私たちが分別といったら、ほかの分別よりも若干長与のほうが高いか

もしれませんけども、その分、やはり未来にかけて、皆さんが高邁なる志を

持ってやっていただく。そして、長与町を立派な町にしていくと、そういう

観点から、皆さん取り組んでいかれているし、そしてまた、そういう形でこ

ういった形を決めていただいている保環連の方々も含めまして、そういう対

策をしていただくものと私は解釈してます。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 町長のお考えはよくわかりました。 

 先ほど言いましたように、吸い上げる必要があるのでは、その不満な部分

をですね。その結果によって、負担と考える住民が多ければ、やはり住民を

含めたところで、再度構築し直す必要性が出てくるのではないかと思います。

それが合意形成というものだと思ってます。町長がよくおっしゃる住みやす

い長与町ということを考えたときに、アンケートなどをすることでやっぱり

実態を把握するべきだと思いますけれども、この点はいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 議員御承知のとおり、町民意識調査というのは当然やっております。やっ

ておりまして、それを踏まえて、保環連のほうでこれをやっていこうという

ことで、一時期、議員おっしゃるような形で、もう少し考えたらどうかとい

う話があって、再度、保環連の方々に御協議いただきましたところ、賛成が

多数でこういう形になっておるわけですよね。だから、こういった、この問

題につきましては、私はそのほか、保環連の方々から苦情があるとか何かと

いう話が多かったら、その分で考えることもありますけれども、今のところ

は、保環連の方々からのほうからの苦情とか、そういったものがあるように

は私は思っておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 余り言うと、私が拠点回収を全て否定しているようで申しわけないんです

けれども、私は拠点回収自体がいけないとは思ってはいません。必要な、中

にコミュニティーのことですとか、考えれば、やっぱり拠点回収のメリット

というのは多分にあると思います。ただ、負担と考える住民がいなければい

いけれども、いるということが実際わかっているわけですよね。この上のほ

うで賛成多数で皆さんがいいと言っているからということで、トップダウン

で来られても、やはり不満を持っている方の意見というのは、そこには通ら

ないわけですよ。だから、そういうところをちょっと考えていただきたいな

と思っているのが１点です。 

 ヒステリックエコという言葉を御存じでしょうか。これは、エコに対して
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異常なくらいに責任感を、責任感が強いがために何でも資源資源と、必要以

上にとらわれたようなことになることだそうです。今資源のリサイクルとい

うのも、やはり日進月歩で進んでいますよね。そこまでしなくてもという、

そういう場合もあります。 

 例えば透明の瓶なんですけれども、これは実際に住民の方から聞いたこと

です。透明の瓶のラベルを剥がさなければいけない、いや、剥がさなくても

いいんだよ、いや、どちらでもいい、こういうふうに皆さんばらばらなんで

すよ。これによって、近隣でのトラブルが起こっていると、実際に起こって

いるんですよ。この曖昧さをなくすというんですかね、この曖昧さを、ここ

までやってくださいという詳細な説明というか、一貫した基準というのをや

はりつくるべきだと思うんですね。これによって、トラブルを回避できるの

であれば、ここはやはり取り組んでいただきたいと思いますけれども、こう

いうところは検討していただく考えはありませんか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  今おっしゃられるようなことは、私もお聞きしたことがございます。その

点につきましては、十分検討しまして、そういうトラブルが起きないような

形で進めてまいりたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 では、その点だけでも早目によろしくお願いしたいと思います。 

 では、次に、庁舎から出されている機密文書についてお尋ねします。この

機密文書の処理ですね、処理についてお尋ねします。 

 機密文書というのは、大手企業の場合、金額的にも高い情報とか、会社自

体の根幹を揺るがすような情報なども入っています。もちろんその中に含ま

れる個人情報も同じですよね。そんな中でもやはりリサイクルをする、廃棄

物を抑制する、出さない、つくらない、そういうふうに意識が変化してきて

いると思います。そんな中で、やはり完全に外に出ることなく、リサイクル

できますよという、紙類の廃棄物のリサイクル業者というのが今結構出てま

す。もちろん町民の大切な情報が漏えいというか、外に出るというリスクは

非常にありますけれども、危険もありますけど、それ以上にやはりしっかり

した企業もあります。こういった機密文書さえもしっかりしたリサイクルを

するんだ、そういうところにぜひともこぎつけたいなと思っています。 

 現在長与町において、この機密文書をどのようにされているのか、まず現

状をお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部理事。 

生活福祉部 （益冨雅彦君） 

理  事  個人情報を含む機密文書につきましては、文書管理規定というのがござい
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まして、それに基づき、毎年廃棄処分を行っております。その処分のほうで

環境対策課がかかわっておるわけでございますけれども、処分につきまして

は、環境対策課の直営班というのがございまして、直営班でもって直接、長

崎市の東工場に搬入しまして、焼却処分ということで行っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 温室効果ガス排出の削減を初めとして、地球環境の保全のため、機密文書

のリサイクルに対しても本町もやっぱり取り組んでいくべきではないかと思

います。この件に関しましては、やはり長崎県のほうも６月議会でしたっけ

ね、県知事の答弁の中に、実施の方向でやっていく予算をとっていくという

ふうに答弁されてらっしゃいます。また、隣の時津町におかれましては、平

成２３年から取り組んでいます。今は時津町内の事業者のほうへ周知という

ところまで進んでいます。 

 やはり町内の資源化物に関しては進んでますけれども、足元の庁舎内のリ

サイクルですね、そういうことはちょっと、普通の雑紙とか、本とか、そう

いうものはリサイクルに回してらっしゃるのでしょうけれども、この機密文

書に関しては、燃やすということでありますので、温室効果ガスの排出の削

減ですとか、地球環境の保全のためという部分で、機密文書のリサイクルに

関しても、本町もやっぱり全庁的に積極姿勢をとるべきだと考えますけれど

も、町長の見解を求めます。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今、議員おっしゃったように、確かにほかのところではそういった対応を

しているところがあるんだなというふうに思っております。私たちが一番怖

いのは、町内の機密文書が漏えいすることが一番怖いんですよね。ただ、今、

議員がおっしゃるように、それが担保できる、つまり機密文書が漏えいでき

ないということが担保できるということが、私たちが調べて確認できたら、

それはもうリサイクルしたほうがいいわけですので、燃やすよりもリサイク

ルしたほうが資源の再活用になりますので。だから、そういったことも踏ま

えて、その分については研究して、そういう形ができるということであれば、

そちらの方向で進めていきたいというふうに考えています。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 先ほど言いましたリデュースは、３Ｒですね、４Ｒ、リデュースは減量、

まずごみになるものを減らすことです。資源を有効活用した製品づくりや販

売方法、消費行動の定着がやはり求められている。リユースは再使用、何度

でも使うことで、天然資源消費を抑え、再使用できないもののみ、循環資源
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としてリサイクルして再利用する。そして、発生抑制であるリフューズ、こ

の４Ｒの優先順位を生かす心が、やはりもったいない、その精神そのものだ

と言えると思います。そして、それこそが行政の言う循環型社会ですとか、

低炭素社会につながると思いますので、そういった取り組みのほうをよろし

くお願いしたいと思います。 

 では、次に、２番のほうの施設運営、その対応ということなんですけれど

も、やはり今回の議会においても、インフラ関係に対する施設の質問という

のは多々あるようです。 

 私はちょっと視点を変えまして質問したいんですけれども、前回の一般質

問において、同僚議員の質問に、某施設に対して住民の不満を聞きますとい

う質問がありました。例えば丸田荘の場合なんですけれども、私もことしに

入り、同じことを言われます。丸田荘なんですけれども、ボイラーの修理以

前は、やはり時間前にでも２階に行って、２階の広間に行って、おにぎりの

１個でも食べて、ゆっくりお茶を飲んで話をして、そしてゆっくりとお風呂

に入って、皆さんとコミュニケーションをとって、帰るということができて

いたそうです。ところが、今は１２時まで入ることができません。施設再開

後、一時はそれを知らずに行った住民の方が施設自体に入れずに、暑い中、

丸田荘が再開されたのというのは暑い日だったと思うんですけれども、その

暑い中で、高齢者を施設の外で立って待たせていたということを聞きました。

その後、熱中症を心配して、１階の入り口付近に椅子を置いて、１２時まで

待ってもらうという対応に変わったそうです。それが現状です。 

 しかし、よく考えてください。丸田荘は住民福祉を考えて、わざわざボイ

ラーの修理までしてから残した施設ですよね。気持ちよく皆さんに利用して

もらうことが一番だと思うんですけれども、この現状を町長、どう捉えます

か。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 丸田荘のボイラーが壊れたときに、もう私はすぐこれを直しなさいと、早

く再開させなさいということで、早急に対応をしました。そして、その後、

私もまた丸田荘に行きました、再開しましてね。そのときは、皆さん方気持

ちよく入っていただいてしておりましたので、今、議員から聞いた話は初め

て私は聞きます。 

 一回、その前、本川内のほうでもいろいろあったということがありまして、

前回の議会で。そのときもすぐ調べに行ったんですけれども、そういったこ

とがもしあるんならば、私は徹底的にこれは直していきたいと思ってます。

ただ、とは言いつつも、やはり決まりとか、公民館の決まりとか、浴槽の決

まりとかというのがございますので、そのあたりの整合性というのはありま

す。ただし、柔軟に対応できるところは精いっぱい柔軟に対応してやってい

きたいというふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 
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 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 住民の方も所管のほうに言ったようです。１２時からでないと職員が来な

いからということも一つ理由にありましたし、それを考えると、こちらのほ

うから、利用する住民側から言わせたら、多分職員の方が３人ぐらいいらっ

しゃるんですけれども、その中のお一人でいいので、３０分ずらして早目に

来ていただいて、３０分早目に帰っていただく。そしたら、予算には関係あ

りません、多分支障はないと思いますし、普通、町長、民間の出身ですから、

多分わかると思いますけど、民間のサービス業であれば、そのくらいの融通

というのはきくはずというか、そのくらいの配慮はすると思うんですけれど

も、その点はいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 私はこれは、そのあたりは、職員の皆さんには口が酸っぱくなるほど言っ

てますので、もう一回職員を調べてみます、どうだったのかね。そして、あ

と、今の時点で、一方的な話だけ聞いて、ちょっとできない部分もあります

ので、そのあたりは十分調べをさせていただいて、それから判断をしたいと

思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 そういうふうに言われると、ちょっと後の質問が続かなくなるんですけど、

役場というのは最大のサービス業とよく答弁の中にもおっしゃいますけれど

も、実態を把握して対応していくということがサービスの基本だと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 先ほど出勤をずらすということを私言いましたけれども、それが例えばで

きないのであれば、今、丸田荘の開館時間が１２時なんですけれども、長崎

バスの便というのが１０時４８分と１２時１８分なんですね。これは大体、

便がないのを長崎バスのほうにお願いして、丸田荘経由で回ってもらってい

るということであって、そこはもう本当、長崎バスの方にはとってもありが

たいとは思うんですけれども、住民目線で考えますと、じゃあ、その開館時

間に合わせてそのバスの便をずらしてもらうというか、１本後を丸田荘に回

してもらうって、そういうふうな対応はできないのか。これが当たり前だと、

実は私は思うんですけれども、いかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  丸田荘の職員の配置の件につきましては、今私どももいろんな委託をして

いる分でありますので、協議をさせていただきたいと思います。 

 そういうふうになったというのは、職員がお風呂の管理のためにぎりぎり
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まで待合所とか何かの確認ができないというところで、もし食事、喉を詰ま

らせたときの対応とか、いろんな事故を想定して、ちょっと職員がいないと

ころでお待たせしてて事故があったときに困るということで、現在は１階の

ほうで、職員が見れるところでお待ちいただいているような状況です。 

 今後は、先ほど言いましたように、勤務体制が、バスを動かすの、ちょっ

と難しいと思いますので、勤務体制で対応していけるように、委託先と検討

させていただいて、住民が納得できるような形にやっていきたいと考えてお

ります。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 そうですね、事故と言われたらそうなんですけど、おにぎりを喉に詰まら

せてどうというのは自己責任ですよね。そういうふうに自己責任と言われた

ら、こちらにも管理責任があるとおっしゃるとは思うんですけれども、その

管理責任というのは、やはり保守というか、自分たちを守る管理責任になっ

てはいけないと思うんですよ。やはり住民の立場での管理、責任というとこ

ろで考えていただきたいですし、使い勝手が悪くなるって、悪くなったって

いう苦情があるっていうことは、やはりもうもとに返ると、丸田荘の施設自

体、わざわざ修理してまで残す必要があったのかというふうな問題になって

くるんですけれども、その点を考えますと、やはり地域の声でしたので、丸

田荘の再開はですね。ですから、この再開したのと同時に、やはりサービス

が少数の方のためにサービスをと、一度私そういうふうなことも聞いたこと

あるんですけど、そういうことではなくって、いつどこでどのような範囲の

住民の方が使われるかわかりませんので、やっぱり住民サービスということ

を、住民福祉、住民サービスということを念頭に置いた運営、対応、そうい

うことを望みたいと思います。 

 では、次に、一般質問の進捗状況ということで、３つほどピックアップし

たんですけれども、周りから、一般質問でいろいろするけれども、言いっ放

しだよねということを言われたので、やはり今現在どういうふうになってい

るか、どういうふうに考えが変わってきたかということも確認する必要があ

るのではないかと思って、やや、約この３点ほどを出してみました。 

 免許証の自主返納ということで、返納制度についてなんですけど、これは

住基カードを交付、写真つきの住基カードを交付しているということですけ

れども、県警のほうが、今度から、来年の４月だったと思うんですけど、免

許証経歴証明書というのを発行すると聞いています。この証明書が発行され

たら、住基カードも似たようなサービスになると思う、同じようなものにな

ると思うので、ほかのことを考えてもいいかなと思うんですが、１１月１３

日の長崎新聞に、茨城県の城里町の取り組みというのが載っていました。そ

の中に、社会福祉協議会が町の補助を受けて、０６年から運営している３台

によるデマンド交通、ふれあいタクシーというのがあるらしいんですけれど

も、うちはもうコミュニティーバスとか、そういうデマンド交通というのが
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まだ確立されていませんので、これは長与町にとっては合わないかもしれな

いんですけど、これをタクシー券、バス券、そういうものにかえたとして、

利用券１万２,０００円分などを自主返納した６５歳以上の方に送る支援事

業を行っているということです。 

 本町でも、高齢者の運転による事故をなくすため、日常の足にかわるきめ

細やかな支援が必要だと思うんですけれども、住基カードを今されていると

いうことですけど、今後その一歩先のことを何か検討されている、検討して

いくという考えはありませんか。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  この免許証自主返納制度につきましては、昨年１０月から実施をいたして

おります。それから、議員、今言われました警察が発行いたします運転免許

経歴証明書、これにつきましては、本年の４月から多分実行されておるもの

だと認識しております。それで、あと、今現在としては、写真撮影とカード

の発行手数料の免除ということでの対応をさせていただいております。一方

の長崎県においては、島原半島等では、タクシー事業者、タクシー協会です

か、が先ほど申された運転免許経歴証明書を提示することによって、１割引

きというような、１２月からそういったサービスも実施をされております。

その新聞報道を見まして、私どもも県内としての取り組みはどうなのかとい

うことで、県のタクシー協会等とも確認をさせていただいた折には、今後予

定されております県内のタクシー事業協会の理事会等において、そういうふ

うな働きかけを行う予定にしているというような返答をいただいておるとこ

ろでございます。 

 ただ、別に、あと、免許返納者に対してのそういった支援制度を設けるこ

とは考えないかということにつきましては、特別これに対してそういう支援

制度というところは、現在考えておりませんけれども、いろいろ市、町によ

れば、高齢者福祉対策としての一環として高齢者バス支援とか、タクシー支

援とか、そういった事業等を取り組んでいらっしゃるところもございます。

そういうところも参考にしながら、こういう、まずはこの制度自体の啓発、

そういうものについて取り組む予定といたしておりますので、今のところほ

かの支援策等については考えておりません。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 ２番のほうに、（２）のほうにちょっとかかってくるんですけれども、自

主返納制度を推進していくということの一つに、認知症というのがあります。

この認知症というのは、見守りを近所の人ですとか、自治会、民生委員、そ

して社協、役場の方という皆さんで見守っていくということであるんですけ

ど、認知症であるということで、本人がその自覚がないことがやはり自主返

納をしてもらえないことの原因であるというふうに新聞に載っておりました。 
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 この認知症というのは、やはりこれからふえる一方のもので、対応という

のは考えないといけないと思うんですね。認知症のまんまで運転されて、事

故をされても、私ももう考えるだけでもやっぱり不安ですし、そういう場合、

認知症の方への対応というのはどのようにされているのか。自主返納制度と

いうことも絡めてなんですけれども、何か認知症の高齢者への対応、見守り、

そういう部分の現状というのをお聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員に申し上げますけど、免許返納に限っての認知症対策ですか。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 そうです。 

議  長 （山口経正議員） 

 地域政策課長。 

地域政策 （大津鉄治君） 

課  長  この免許返納につきましては、基本的には本人さんの意思、あるいは御家

族のお考えのもと、本人さんの承諾を得ながら返納されるものと認識してお

りますので、特別、認知症だからという判断は、こちらとしてはいたしてお

りません。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 済みません、質問の仕方がちょっと下手で。 

 そうですね、自主返納制度に対する認知症の方の対応というのは、やはり

家族でないとわからないということなんです。説得も家族の方に説得しても

らうということが基本なんですけれども、国立長寿医療センターというとこ

ろがあって、そこの荒井由美子さんという先生がいらっしゃいます。この方

が認知症の家族が本人と話し合いする際のマニュアルというのを作成されて

ます。これは長崎新聞に載ってたんですけれども、このようなものを参考に、

やはり事故が起こる前の対応をお願いしたいと思うんですけれども、万が一

児童の通学時間に事故でも起きれば、それこそ大事故につながりかねません

し、家族、本人を含め、これからふえるであろう高齢者の認知症に対する講

習会、そういうものっていうものも検討すべきかと思いますけど、それでは、

今の質問は、申しわけないんですが、自主返納制度、この分に関係なく、認

知症の対応ということで質問をさせていただければと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員に申し上げます。その分は、質問の範囲を超えておりますので、

注意いたします。 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 済みません。２番のほうに移ります。 

 ２番の高齢者の見守りに対しということで、いろんな、黄色い旗運動です

とか、業者とか新聞社の方、牛乳配達の方や宅配便の方、そういう方に一緒
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になって見守っていただくということで、そういうことを何度か一般質問の

中で行ってきました。 

 その中で、先ほどの質問にちょっと戻るんですけれども、この見守りの中

に、地域の中に、はっきり言って高齢者の認知症の方がいらっしゃったりし

ます。そういう高齢者の認知症の疑いがある方のひとり暮らしの見守り、そ

ういうことはどういうふうに対応されてますか。 

議  長 （山口経正議員） 

 生活福祉部長。 

生活福祉 （田島弘明君） 

部  長  先ほど地域政策課長も言ったんですけども、認知症というのはなかなかわ

かりづらいということがありまして、家族からの提示がなければ私どももわ

からないと。ただ、民生委員さんによって、地域の中での認知症ということ

がわかれば、そういう人たちを見守っていただくような形で今対応をさせて

いただいております。 

議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 この見守りの中で、やはり民生委員の方、自治会長さん、各自治会の自治

会長さん、そして近所の方ですとか、そういう方にまずは見守ってもらうと

いうことで、いろんなマップの中に落とし込んでいる高齢者のひとり暮らし

の方とか、そういうことを民生委員の方と話をしたりするんですけれども、

そういう中で、認知症というのは、やはり個人的なことでもありますし、本

人の自覚がないということで、なかなか危険な部分があったり、何か行動が

おかしいなっていうのがあっても、なかなか言えないというか、それに対す

る対応というのがなかなかできていないというのが実際のところで、それを

自治会の中でどうしましょうか、こうしましょうかというふうにやはり気を

もんでしまう。そのときに、やはり何かあったら、地域ケア会議ですとか、

そういうものの活用というのが考えられるんでしょうけれども、そういうと

ころは、この地域ケア会議というのはちゃんと機能しているのか。そして、

そのケア会議が設けられた、その後の対応というのはどういうふうにされて

いるのか、その点はいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 介護保険課長。 

介護保険 （藤井尚武君） 

課  長  地域ケア会議につきましては、その対象となる人に対して、関連のある方

にそれぞれ集まっていただいて、その対応を話し合うということで、地域ケ

ア会議ということでやっております。その後の対応と申しますのは、その方

が介護の認定を受けておられる方であれば、ケアマネジャーさんがついてお

られるし、そうでなければ、私どもの訪問看護師というのがおりますので、

その看護師が定期的に訪問をするとか、そういうようなことでの対応になっ

てこようかと思います。 
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議  長 （山口経正議員） 

 金子議員。 

  ７番 （金子 恵議員） 

 ひとり暮らしをされている認知症の方というのが、多分把握されていると

思うので、近所の方のことを考え、その対応はしっかりとお願いしたいと思

います。 

 質問を終わります。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１４時１０分まで休憩します。 

（休憩１４時００分～１４時１０分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順９、内村博法議員の①長与町の防災管理体制について、②長与町情

報化計画について、③いじめ及び体罰の防止対策についての質問を同時に許

します。 

 ３番、内村博法議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 皆さん、こんにちは。 

 それでは、早速質問に移りたいと思います。大きな質問項目として３項目

あります。よろしくお願いいたします。 

 まず、①長与町の防災管理体制につきまして。 

 ことし１０月、東京都伊豆大島では台風２６号の大雨による土石流で甚大

な被害を受け、多くのとうとい命が奪われました。この災害で、大島町は避

難勧告、避難指示を発令しなかったため、その対応が問題視されております。

また、ことし発生しました長崎市のグループホーム火災や、それから福岡市

の病院火災では犠牲者が出ており、火災予防に対する管理体制の不備が指摘

されているところでございます。これらの災害は、安全・安心して暮らせる

まちづくりを目指している行政にとって、多くの課題や教訓を与えました。 

 そこで、次の点について質問いたします。 

 （１）本町の避難勧告、避難指示等の発令の判断基準はどのようになって

いるのか伺いたいと思います。 

 （２）小・中学校の耐震化は完了しましたけれども、他の公共施設の耐震

化計画について伺いたいと思います。 

 それから、（３）急傾斜地崩壊危険箇所等の設定、点検、周知については

どのように運用されているのか伺いたいと思います。 

 （４）役場庁舎及び小・中学校、その他の公共施設などの防火管理体制は

どのようになっているのか伺いたいと思います。 

 それから、②の長与町情報化計画についてです。 

 ことし８月の全員協議会にて、町から長与町情報化計画案について、概略

の説明を受けましたが、これに関し、次の点について質問いたします。 

 （１）本計画は、今回初めて策定されていますが、その基本理念や町行政
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における本計画の位置づけはどのようになっているのか。また、８月の説明

以降、計画の変更等はないのかどうか伺いたいと思います。 

 （２）町が実施した住民アンケート調査結果によれば、長与町のホームペ

ージを見たことがない人が過半数という結果になっております。また、防災

行政無線で放送した内容のメール配信登録者数が２６８件と、非常に少ない

ですけれども、これらの対策を今後どうするのか伺いたいと思います。 

 それから、（３）長崎県の地域支え合いＩＣＴモデル事業計画に基づいて、

本町でも本事業が導入されていますけれども、どのような進捗状況になって

いるのか伺いたいと思います。 

 ③いじめ及び体罰の防止対策についてですが、いじめにつきましては、大

津市の中２男子生徒の自殺をきっかけに成立しましたいじめ防止対策推進法

が施行され、国と学校にはいじめ防止のための基本方針の策定が義務づけら

れることになりました。また、体罰については、平成２４年度、昨年度の体

罰実態調査結果がことし８月に国及び長崎県から公表されています。 

 そこで、次の点について質問いたします。 

 （１）いじめ防止のための基本方針の策定状況について伺いたいと思いま

す。 

 （２）ネットいじめが深刻な状況となっておりますが、これの対策はどう

しているのか伺いたいと思います。 

 （３）本町の体罰実態調査結果を踏まえて、今後どのように体罰防止に取

り組まれるのか伺いたいと思います。 

 以上、質問いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、内村議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 ３番目の御質問につきましては、所管をいたしております教育委員会から

回答をいたします。私のほうからは、その他の御質問についてお答えをさせ

ていただきます。 

 まず、１番目１点目の本町における避難勧告、避難指示等の発令の判断基

準についてでございます。 

 毎年開催する長与町防災会議において御承認いただく長与町地域防災計画

の中に避難勧告及び避難指示の基準を定めておるところでございます。災害

の種類及び地域性などにより異なりますが、気象台からの豪雨、台風等の災

害に関する警報や関係官公署からの同様の通報があり、避難を要すると判断

される場合において、町長や警察官、海上保安官等が指示者となり、発信す

るものと規定をしておるところでございます。 

 ２点目の小・中学校以外の公共施設の耐震化計画についての御質問ですが、

平成２３年度長与町耐震改修促進計画書を策定いたしております。目標年度

といたしましては、平成２７年度としておりますが、各所管課に予算を確保

しながら、長期的に対応を行っていく必要があるものと考えておるところで
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ございます。 

 次に、３点目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 急傾斜地崩壊危険箇所の設定及び周知につきましては、当該危険箇所も含

め、土砂災害危険箇所として、長崎県が一定の仕様に基づき、大雨などによ

り土石流の発生、崖崩れの発生、地すべりの発生のおそれのある箇所を調査

し、公表をしているものです。身の回りにある危険をあらかじめ知っておく

ことで、万が一の災害に備えましょうとして、長崎県のホームページで箇所

の概略を閲覧できます。 

 対策施設の点検でございますが、現在施工済みの町管理の急傾斜地につい

ての点検につきましては、維持管理での除草作業等を行い、あわせて点検を

行っている状況であります。また、ニュータウン地区に関しましては、点検

の委託を行い、その結果を踏まえ、補修工事を行っております。また、土砂

災害防止法指定のため、基礎調査を長崎振興局により平成２６年度より平成

２８年度までの３カ年で行う予定をしております。 

 次に、４点目の御質問についてお答えをいたします。 

 役場庁舎及び小・中学校、その他の公共施設等の防火管理体制につきまし

ては、消防法の規定に基づき、防火管理者を定め、消防計画を策定して取り

組んでいるところでございます。 

 また、防火避難訓練につきましては、消防設備点検業者も参加し、長崎市

北消防署浜田出張所の立ち会いによる指導のもと、消防計画に基づく初期消

火、通報連絡及び避難誘導など、実際の火災時に適切かつ迅速に対応できる

ような避難訓練を実施をしております。 

 なお、消防施設設備の安全点検及び整備につきましても、業者に委託し、

点検を年に２回実施し、点検により指摘を受けた設備につきましては、随時

整備を行っているところでございます。 

 今後も防火管理体制につきましては、万全を期してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、２番目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 １点目の御質問につきまして、基本理念や町行政における位置づけ、８月

の説明以降の変更等はないのかということでございますけれども、今後の少

子高齢化社会の到来に向けて、効率的な行政サービスを図るとともに、子供

から高齢者の方々まで、町民が安心して長与町に住み続けられるようなまち

づくりを行う必要があります。そのため、急速な進化を見せているＩＣＴを

活用し、情報環境の整備、情報発信、共有機能の高度化など、長与町全体と

して総合的な地域情報化を図ることで、成熟したまちづくりを行うものでご

ざいます。 

 この計画は、長与町第８次総合計画に定められた事項について、ＩＣＴを

どう利活用していくかを示し、これからの長与町の防災、支え合い、コミュ

ニティーの結びつき、人材育成などのまちづくりにおいて、情報環境の整備

に向けた基本的施策を示したものでございます。 

 なお、本年８月に御説明いたしました情報化計画案につきましては、コン
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パクトシティ構想推進委員会及び総合開発審議会の審議を経て、内容を変更

することなく、計画として決定し、公表させていただいたところでございま

す。 

 次に、２点目の御質問、住民アンケート調査結果に対する今後の対策につ

いてでございます。 

 住民アンケートは、パソコンを所有してない人、つまり必要ないとか、興

味がないとかいう人も含めて、町のホームページを見たことがない人が過半

数であるとの結果であり、逆にネット環境が整っている人で見ると、こうい

った数字は出てこないのではないかと推測をしております。 

 なお、参考までに、ホームページへのアクセス件数を申しますと、２４年

度は１日平均５５４件であったのが、２５年度は６６２件と、かなりのペー

スで上がってきています。さらに、ホームページに関しましては、現在リニ

ューアル中でございますので、来年には公開できるよう準備を進めてまいり

ます。 

 次に、３点目の御質問についてお答えをさせていただきます。 

 地域支え合いＩＣＴモデル事業の進捗状況でございますが、現在、地域支

え合いＩＣＴモデル事業のシステムにつきましては、長崎県と協議を重ね、

基本となるシステム構築に着手しているところでございます。 

 また、モデル地区への説明については、１０月２７日及び１１月２日に、

百合野３自治会を対象に、自治会役員のほか、現在社会福祉協議会と自治会

で実施しております高齢者見守り事業の福祉員さんにも御参加いただき、説

明会を実施をしております。 

 今後、長与町版の地域支え合いＩＣＴ事業内容やモデルの対象となる１０

０世帯の選考につきましても、自治会と協議しながら進めていきたいと考え

ておるところでございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 ③のいじめ及び体罰防止対策について、（１）のいじめ防止のための基本

方針の策定状況について回答いたします。 

 ことしの９月２８日、いじめ防止対策推進法が施行され、国及び学校は、

いじめ防止のための基本方針の策定が義務づけられたことは、議員御指摘の

とおりでございます。 

 これを受け、国は１０月１１日にいじめの防止等のための基本的な方針を

策定し、関係機関に配付したところです。これは、３５ページにわたる詳細

な内容ですが、各学校はこれを参酌し、自分の学校の基本方針を策定する方

向で準備をしているところでございます。 

 こういう状況の中、県教委は長崎県いじめ防止基本方針策定協力者会議を

開催し、今月中をめどに長崎県いじめ防止基本方針を策定しまして、県下に

配付する計画でございます。 

 したがいまして、各学校では、国と県の基本方針を参酌し、本年度中に自
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分の学校の基本方針を策定していただくよう、既に通知をしているところで

ございます。 

 ２点目のネットいじめが深刻な状況になっているが、この対策はどうかと

いうことでございますが、本当に世の中の便利なツールとして、あるいはビ

ジネス戦略として、ＩＴ産業の粋を集めて開発されたであろう、この携帯や

スマホがこれほどのスピードで青少年の間でトラブルを起こす要因となって

いることに対し、驚きと同時に、学校、家庭、地域の連携による対応策を急

がなくてはならないという危機感を強く持っているところでございます。 

 現在行っている対策は、県から配付されております情報モラル資料集など

を使って指導したり、あるいは保護者を対象とした家庭教育学級で具体的な

問題事例を取り上げながら、持たせるならば、保護者の責任でというふうに

訴えたり、学校だよりの中で啓発したり、学校警察連絡協議会での情報を校

内研修会で事例研究として取り上げたり、あるいは県教委が主催して実施し

ますメディア安全研修会というものに参加し、それを各学校で伝達しながら

対策を行っているところでございます。 

 本町では、数年前から「今のあなたに携帯電話はいらない。顔を見て、目

を見て話せばあたたかい」というキャッチフレーズで取り組んでまいりまし

たが、もはやそれでは追いつかないというのが現状でございます。 

 ３点目の本町の体罰実態調査を踏まえての対策でございますが、平成２４

年度の体罰調査の結果が公表され、長崎県は全国で飛び抜けて多かったとい

うことにつきましては、周知のとおりでございます。 

 そういう状況でスタートとしたことし５月、県教委は「体罰根絶に向け

て」という３０ページにわたる冊子を全ての教職員に配付しました。各学校

では、このガイドラインを使って定期的に校内研修を行い、体罰を生まない

雰囲気づくりに努めておりますし、教育委員会でも毎月実施している町内校

長会や教頭会で必ず体罰禁止の内容を取り入れ、指導しているところでござ

います。 

 また、各学校では、毎月、あるいは２カ月ごとに服務規律委員会を開催し、

体罰根絶を含めた不祥事防止に努めています。 

 また、各学校とも、子供との教育相談を実施していますので、その中で、

いじめや体罰に関する話題も取り入れながら、把握と防止に努めているとこ

ろです。 

 また、スポーツ活動中における体罰事案が懸念されることから、長与町と

長与町の体育協会の共催で、弁護士を講師に招聘しまして、去る１１月３０

日に長与町スポーツ講習会を開催いたしました。土曜日の夜ではありました

けども、スポーツ教室や部活動の指導者や体育協会の職員、それに保護者代

表など、１３７名が参加されました。弁護士さんのその内容は、なぜコンプ

ライアンスかとか、活動中の事故の法的な責任とか、体罰、セクハラの禁止

など、弁護士の立場から民事、刑事、行政上の責任や損害賠償請求など、専

門的な、そして具体的なお話がありました。 

 このような講習会を通しても体罰防止に取り組んでいるところでございま
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す。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 それでは、再質問させていただきたいと思います。 

 まず、順を追って再質問させていただきたいと思います。 

 長与町の防災管理体制につきましてですが、まず、避難勧告、避難指示等

の発令の判断基準なんですけれども、大島町は、大島町の例を挙げれば、１

時間に１００ミリ以上の猛烈な雨ということで、２４時間雨量が８２４ミリ

に達して、記録的な大雨となって、甚大な被害を受けたわけです。この際に、

これは前日の５時、その前に前日の５時ちょっと過ぎぐらいに大雨警報が、

それから、その後、３０分後ぐらいには土砂災害警報が出たと、６時ごろで

すね。このときになぜ避難勧告や避難指示が出なかったかというのが問題視

されていたわけですよね。長与町もやっぱり全国観測史上最大となる１時間

当たり１８７ミリですかね、大水害のときですね。こういうのをもう記録し

た町ではあるわけですよね。だから、特に大雨、台風、これに伴う急傾斜地

崩壊などの災害があってもおかしくないんですよね。過去起こっていますか

らね。 

 その意味でこれを取り上げたわけですけれども、まず、大島町の災害で、

町長、副町長が２人とも出張中で不在であったというのが報道されておりま

した。そこで、危機管理体制ですね、危機管理といったら、何も自然災害と

は限りません。職員の不祥事とか、教育関係では生徒の自殺とか、そういう

重大な事故が起こる場合があるわけですね。そういった危機が生じたときに、

どういう管理体制をとっておられるかですね。こういう大島町のときは、町

長と副町長が２人とも不在だったというのが上げられたわけですけども、長

与町でこういうことが果たしてあるのか、どういう運用をされているのか、

まずそこをお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今の内村議員がおっしゃった危機管理、危機体制というのがあるわけであ

りますけども、私は一番の危機管理というのは、庁舎内だと思うんですね。

まず、そういった情報が入ってきたときに、すぐ上司に話が伝わっていくと。

そして、その中で判断をしていくという、そういったもののコミュニケーシ

ョン、だから、その部分のコミュニケーション、縦のコミュニケーション、

横のコミュニケーション、これがまず危機管理のまず根本にあるんじゃない

かというふうに思っております。そういったものにのっとりながら、この長

与町の地域防災計画の中で伝達事項の確認、そして、その優先順位等々を含

めまして決めていっているというところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 
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  ３番 （内村博法議員） 

 そうですね、この危機管理体制は、私も民間にいてあれなんですけども、

直ちに不祥事が起こった場合は上司に報告するとか、これはもう誰でも報告

するようになっているようなシステムですね、とったことがあります。した

がって、そういうのは必要だという町長の答弁がありましたけども、まさに

そのとおりだと思います。 

 大島町の場合に、一つだけちょっとお聞きしたいんですけど、遠隔地に町

長と副町長が同時に出かけるということはあり得るんですかね。そのあたり、

２人の関係で、そのときは自分だけ行くよとか、そういう暗黙の了解と言っ

たらおかしい、暗黙の運用ですかね、そういうのはあるんですかね。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 私と副町長は極力セパレートに動いてます。私が行けるときには副町長が

残ってて、副町長が出るときには私が残っているというようなことでありま

す。たまたま一緒になったというのが、１日ぐらい一緒に重なったことはご

ざいます。だけど、基本的にはセパレートで行動しようと。そして、お互い

に連絡とり合おうということで、確認し合っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 次に、これまで本町は、避難勧告とか避難指示を発令したことはあるんで

すかね、それをちょっと伺いたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 少なくとも最近はございません。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 長崎大水害のときはいかがですかね、そのときは。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 私は、当時、水道課に勤務しておりまして、夜中に自家用車で走って駆け

つけて、それから３日ぐらい家に帰らなかった記憶がございます。余計なこ

とを言いましたけども、そのときは、避難勧告が出たとか、避難指示が出た

とかいうことはなかったと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 
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 先ほど避難勧告、それから避難指示の判断基準というのが、防災計画には

載っております。私も見ました。ただ、これは非常に抽象的なんですよね。

災害があったときとか、おそれがあるときとか、土砂災害警報ですかね、こ

れが発令されたときとか、少し抽象的過ぎるんですよ。調査されればわかる

と思うんですけども、ほかの自治体ではマニュアルを別につくっているんで

すよね。これも国が平成１７年ですか、判断基準マニュアルガイドラインと

いうのがあって、平成１７年。それに基づいて各地方自治体、つくっている

ところもあれば、つくってないところもあるわけですね。もう詳細に決めて

いる自治体もあるわけですよね。詳しくは申し上げませんけども、調べてい

ただければわかると思います。その中には、夜と昼を分けて基準を設けてお

られるところがあるわけですね。 

 私、町長の立場に立って発令するとなれば、やっぱり長与町管内のどうい

うところで雨量がどのぐらいあって、がけははらみがどのぐらいあって、ク

ラックはどのぐらい発生して、そういった情報を収集して、その上で、やっ

ぱり避難勧告を出すべきかどうかという判断をしないといけないというふう

に、私は手順としては、そういうふうになるんではないかなと思うわけです

よね。 

 したがって、まず、そういうことをやって、判断して、やっていくんだろ

うと思うんですけれども、このあたり、町長はどういうふうにお考えでしょ

うか。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 実際そういったことがあってますので、所管課のほうから。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 先ほどの御指摘は、おっしゃるとおりだと思います。計画に書いてあるの

は、文言でうたってますので、非常にわかりにくい面があります。冒頭、町

長が申し上げましたように、避難情報等の指示者の一人である町長が判断す

る際の基準というのは、やはりその地域ごとに定めるべきだと。おっしゃる

とおり、国にしろ、県にしろ、依頼があっておりますので、長与町も最近、

判断基準というのを定めました。これは、あくまでも内規として設けており

ますので、公にはいたしておりません。今後、今ちょうど防災計画の全般的

な修正作業を行ってますので、その中で、資料編の中にうたうかどうかとか、

そういうことを判断していきたいと思ってます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 ぜひその判断基準をつくっていただいて、完璧なものはできないと思うん

ですけども、より客観的なものに近づけて、町長の裁量の幅が広がらないよ
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うにすべきだろうと思います。 

 そこで、この収集の手段として、雨量計の観測機器、あるいはセンサーで

すね。これが長与町はどういうふうに設置されているのか、そこをちょっと

教えていただけませんか。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 私でお答えできるのが、庁舎の施設の部分になりますが、庁舎に１基、雨

量計を設置して、その雨量の状況を総務課と建設部のほうで確認できるよう

な状態にしております。 

議  長 （山口経正議員） 

 水道局長。 

水道局長 （馬木信一君） 

 雨量計につきましては、水道局の第１浄水場の屋上に１基設置をいたして

おります。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 ということは、雨量計が２カ所ということですね、長与町独自にはですね。 

 それから、もう一つ、この防災計画に一つだけ、土石流警報装置というの

が載っとるんですよね。ここは長与町の所管なのか、よくわかりませんけど、

防災計画に載っているわけですけども、長与町丸田郷に昭和５８年に設置さ

れたんですよね。これが、この予報、警報ですか、雨が降ったときに、これ

が第８分団と長与町役場に両方行くようになってますね。これが住民に伝え

られて、避難場所が長与中学校というふうになっているんですね。これ、警

報ですから、スピーカーで鳴るわけですね。私も実際見に行きました、丸田

郷の三菱の丸田アパートの上のほうに設置されてますよね。これはどこの所

管なのかというのがよくわからないんですけれども、実際今使われているの

かどうかもちょっと、外見的に見ましてわからないんですけども、こういっ

た観測機器ですかね、これはやっぱり整備すべきだろうと思うんですよね。

たった雨量計２つでは、なかなかこれは判断が難しいんじゃないかなと思い

ます。 

 例えばがけとか、そういうのも、本当を言えば、監視カメラをつけるとか、

そういうセンサーをつけて、集中的に長与町で監視できるような体制が望ま

しいんですけれども、もちろんここの長与町には長崎県の観測機器もありま

す、八反田公園にですね。これは河川と雨量があります。それから、長与川

の河川にもあります。長崎県のが２つあるわけですね。そういったものをや

っぱり利用しながらやっていかないといけないと思うんですけども、それと、

さっき言った雨量計が２つだけでいいのか、あるいは崖崩れのセンサーを取

りつけるとか、そういうところが必要ではないかなと思うんですけども、そ

の点はどう思われますか。 
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議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 私のほうから、雨量計等の観測機器について、我々が考えている部分とい

うのが、例えば台風接近とか、大雨の情報とか、さまざまなケースがござい

ますが、例えば大雨が続いた場合、こういう情報は気象台のほうから注意報

が出て、次に警報に変わって、大きく言えば、そういうことなんですけど、

その間に逐一雨量の情報というのは町のほうに流れてきます。ですから、

我々が独自で雨量計をもっと今以上設置する必要があるかというところは、

いろいろ考えがあろうかと思っています。今の情報というのは、どちらかと

いえば、さまざまな情報が来ている状態になっていますので、それをどうや

って判断するかのほうに、やはり議員さんが最初御指摘のあったところが重

要かなというふうに思ってます。 

 あと、土砂災害等の観測機器については、もしほかの部署でお答えがあれ

ば、お願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 危機管理の中での災害というのは一番私どもが恐れているところでありま

して、それで、先般、九州地方整備局と協定を結びました。そういった状況

になったときには、直接電話を入れます。電話した結果、九州地方整備局の

ほうでヘリを飛ばしていただいて、そして、例えばそういった欠落したがけ

があったりとか、そういったもの、それから、切断された道があったと、そ

ういったときにはなかなか人が入っていけないもんですから、そういったも

のを緊急に調べてもらうと。そして、それと同様に、いろんな長与町の消防

団も含めまして、いろんな方々が同時に連絡が行って動いてもらうというよ

うなことで、そういう意味で九州地方整備局とのそういった防災協定という

のを結んでおるわけでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 そういうことで、ぜひ観測機器は雨量計だけじゃないんですよね。要する

にがけのはらみとか、クラックの発生とか、そういったものを見ていかない

といけないわけですね。ましてや、またこんな河川の水位とか、そういうも

ろもろの観測機器があればあるほどいいんですけども、それも費用の面がか

かるから、最低限そういったことは準備、整備しとかないといかんだろうと

思います。 

 それから、先ほど丸田郷のあれも生きてるのか生きてないのか、きちんと

フォローしていく必要があると思います。点検をよろしくお願いします。 

 次に、避難勧告、避難指示のほかに、ことしの災害対策基本法が改正され

まして、避難準備情報提供というのが追加されたんですよね。これは、もう
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今までほかの自治体でもやってる話なんですけれども、これが法律に新規に

制定されまして、新設されております。それで、実際には、長与町でもやっ

ておられるんじゃないかなと思うんですよ。私も先ほどメールの登録をして

るんですよ。メールの登録で、行政無線のあれがメールで流れてくるわけで

すね。そして、記録として携帯電話を見ましたら、こういうのが出ておりま

した。これは初めてじゃないかなと思うんですけども、１０月８日ですね。

ここ、大型台風２４号の接近で避難所の開設というのが出てきたんですよね。

この文言を読みますと、こちらは長与町役場です。台風接近に伴い、本日避

難所を５カ所開設しております。この５カ所を述べておられるわけですね。

それから、食料、飲料水等、必要なものは各自準備をお願いいたします。今

後の台風情報に御注意くださいというような文言で来ております。だから、

これが初めての、先ほど言った避難準備提供というか、これが初めてのケー

スじゃないかなと思っとるんですよね。この放送は、だから、基本対策法の

改正を意識して、初めて実施されたのか、そのあたりちょっとお聞きしたい

と思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 今御指摘の台風２４号の際に避難所を５カ所開設いたしましたが、この

我々としての位置づけは、自主避難のための避難所の開設ということでお知

らせいたしました。ですから、厳密に避難準備情報として捉えての発表では

ございませんでした。なお、同じようなケースが、ことしは８月の末、台風

１５号の際にも準備をいたしまして、開設をいたしました。そのアナウンス

が今回のとおりだったかどうか、ちょっと正確には覚えてませんが、参考ま

でに、昨年も２回か３回ほど、その準備はいたしました。実際に開設まで至

らなかったと、そういうこともありますので、厳密に言って避難準備情報を

発令したということは今のところなかったというふうに理解しています。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 この避難準備情報の提供というのは、住民に危機感を持たせるという意味

では、どんどん発令していくべきじゃないかなということがよく言われてい

ます。だから、どんどん活用していけばいいんじゃないかなと。避難勧告、

避難指示になると、ちょっとためらうところが出てくるわけですよね、自治

体がね。だから、こういうのをもう活用していって、避難に備えていくとい

うのがいいのではないかなというのが、そういう意見が多くあります。 

 結局避難時間を要する人はそろそろ避難をと。それから、そうでない人も

避難の準備を始めてくださいよと。それで避難所を開設しましたよというこ

とで、そういう情報を流すだけでも、ふだんとは違う緊張感を伝えることが

できるということが言われてますので、こういったのは早目早目に出すとい

うのが一番有効ではないかなと思います。 
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 次に、ことし８月に特別警報というのが出されたんですね。新しく新設さ

れたんですね。これは、もう御存じのとおり、数十年に１度の大雨とか、そ

ういう場合に出されるんですけども、これは、この特別警報が出た場合の対

応というのは、何か考えておられるんですかね。 

議  長 （山口経正議員） 

 総務課長。 

総務課長 （古賀 洋君） 

 特別警報が新設されて、今警報の発令の区域が県域であるというところの

問題点がどうも指摘されているようですね。例えば長崎県の対馬から長崎市

南部まで全域を特別警報という発令が出て、それがどうなのかという問題が

今後ひょっとしたら修正があるものかなと思ってます。いずれにしましても、

特別警報というのは、その前段で警報が既に出ている状況ですので、さらに

危機感を持った対応が必要になると、そういうふうに私たちも考えたいと思

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 避難勧告、避難準備ですね、これは一応非常にためらうところ、自治体の

長によってはですね。それは理由がいろいろ、さまざま言われるんですけれ

ども、要は住民に負担がかかるとか、それから、空振りですね、災害が実際

に来なかったとか、そういうのをもう心配して、なかなか発令が遅くなった

り、そういうケースがあるということなんですけれども、やはり早目早目の

行動が、早目早目の勧告準備、避難準備が必要だと、私はそういうふうに思

います。町長はためらわずに、決断して勧告の発令を出してもらいたいなと

思いまして、一応これはこれで終わります。 

 次の質問に入らせていただきます。 

 それから、次、耐震化ですね。これは一応学校については終わったわけで

すけれども、ほかの公共施設について、やはりどうするかということなんで

すけども、まず、今までずっと本議会でもそういう話が出ました。ふれあい

センターは一応耐震は済みと。それから、老人保健センターはまだこれから

と。それから、公民館ですかね、長与公民館とか、そういうのはまだしてな

いと、こういうことですね。 

 そのほかにいろいろあると思うんですけども、時間が余りないので、あれ

なんですけども、先月、改正耐震化法が改正されたんですよ。御存じと思う

んですけれども、より厳しくなりまして、５,０００平米以上の建物につい

ては、いろいろ基準はありますけれども、２０１５年の１２月までに耐震診

断の結果を報告せよというふうになってるんですよ、県のほうに。県はそれ

をもとに公表すると言っているわけですね。だから、もう非常に待ったなし

だというふうに思ってるわけですよ。もう１０年とか、そういう単位じゃな

くて、耐震診断ですね、急がないかんのが。これは法律上もう決まっていま

すんで、少なくとも耐震診断だけは早くやらないといけないと。改修の期限
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まではしてないんですけれども、しかし、公表するからには、やはり民間も

これは非常に大きな影響があるわけですね、特に商売する人とか、ホテル経

営とか、旅館経営されているとか、やっぱり発表されれば影響が大きいわけ

ですよね。 

 それはそれとして、公共の建物で老人保健センターはもう８,０００平米

ぐらいありますかね。これはもう確実に２年間の中で耐震診断をやっていか

ないかんということになるわけですね。それから、先ほどの長与公民館です

かね、これが平米数がどのぐらいかわかりませんけども、これらもせないか

んと、こういうふうになりますけども、そのあたりどういうふうに町として

把握されているか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今、議員がおっしゃるとおりで、耐震化をしなさいということで、かなり

強い要望が来ておりまして、これはもう待ったなしでやらなくちゃいけない

ということでありますけれども、何せこれは私どもの町だけの問題じゃなく

て、日本全国だと思うんですね。高度経済成長時代にできた建物というのは、

昭和５６年以降の分について、以前の前については耐震が違ってましたので、

そういった意味でいえば、この耐震化をしなさいということは大変きつい、

重い課題であるんですけども、しかしながら、そういうことが出ておるわけ

ですので、長与町としましても、一応学校のほうは終わりましたけども、あ

と、今おっしゃられましたようなことで、るる公民館とか、いろんな建物を

せんといかんという部分がございます。 

 この前もスクラムミーティングでその問題が出まして、特に小浜町なんか

は、旅館が大変多うございまして、古い旅館が多くて、そういったものも耐

震化するとなると、膨大なお金もかかるというようなことであります。我が

町としましても、やはりこれは大変な出費がかさむもんですから、このあた

りは慎重に優先順位を決めながら、やるべきことはやっていくという形でや

っていきたいというふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 改正耐震化法が施行されてますので、よろしくお願いします。 

 これには、また、法律的には耐震診断及び耐震改修の努力義務というのが、

もう全ての建物に拡大されました。これは、耐震診断しろというあれじゃな

いんですけども、努力義務として、全ての建物が指定されています。その中

で、先ほど言った義務化ですね、もう２年以内にやりなさいと。２０１５年

の年末ですね。それが５,０００平米以上。それから、学校が３,０００平米

以上ですかね。それから、幼稚園とか保育園が１,５００平米以上と、こう

いう条件があるんですけども、そういったことで、これはもう待ったなしだ

ということで、よろしくお願いします。 
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 それから、急傾斜地の崩壊、危険箇所の設定と、これも、先ほど町長は一

応県のホームページ等で掲載されていると、こう言われたんですけども、防

災計画では、非常にこれはわかりにくいんですよね。危険箇所って書いてあ

って、何カ所って書いてあるわけですよ。一覧にしてもあるわけですね。し

かし、管理番号と地名しか載ってないんですよ。それを見て、住民はどこに

あるかというのはわかりません、これは。しかも、危険箇所の色刷りでホー

ムページに載ってるんですけども、これも１万１０００分の１の地図で、全

くわかりません。これは色だけはわかりますけどね、どこの位置かというの

は。これじゃあ、もう住民にとっては、危険場所がわかりません。何のため

の危険箇所を指定しているかわかりません、全く。だから、これは改善して

ほしいと思います。県のホームページは、私見てないんですけど、そこが本

当にわかりやすいものになってるんなら、それをリンクさせたらどうかなと

思うんですよ、長与町のホームページに。そういう改善もしたりするべきじ

ゃないかなと思うんですよ。なぜしてないのかというのがわからないんです

ね。そのあたりどういうふうに考えておられるのか、もう一度答弁をお願い

します。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 今、議員おっしゃるように、２６年から２８年の３カ年、これは１,００

０カ所というようなことでございます。それについて、今、議員おっしゃる

ように、わかりにくいというようなこともございます。消防団関係を集めて、

私どもは必ず対策を練るんですよ。この地区はこういう形で危ないところで

あるということで、各消防団の区域内でそういったものを確認し合うという

ような作業をしておりますけれども、その長崎とリンクしているかどうかと

いうのは、ちょっと私まだ確認をしておりませんけども、もしそうじゃなか

ったら、そのあたりのことの指示も出していきたいというふうに考えてござ

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 ぜひお願いしたいと思います、改善をですね。要するに住民がわからなけ

れば、何にもならないんですよね、これ危険箇所は。だから、災害、こうい

う大雨が来たときには、そういう危険箇所には近寄らないとか、そういう防

衛ができるわけですよね、わかっとったらですね。それがもう意味がなさな

いということで。例えば長崎県のがより詳しいのであれば、それをリンクで

引っ張ってくるとか、そういう改善がしてほしいなと思います。 

 時間がないので、次に行きます。 

 役場庁舎、それから小・中学校、この防火管理体制ですね。これはもうぜ

ひよろしくお願いいたします。 

 ここも、長与町役場も前、教訓としてあるんですけども、長与中学校が火
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災であったんですよね、大火事で。ちょうどまさにここの場所なんですよ。

前あった長与中学ですね。それで、ここ、過去の事例、どんな原因で火事に

なったのか、もしおわかりでしたら、回答をお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 しばらく休憩します。 

 再開します。 

 副町長。 

副 町 長 （鈴木典秀君） 

 それについては、過去のことで、私もよくわかりません。ただ、原因とし

て、最終的に何が原因だったというのは出ておりません。ですから、いろい

ろ、たばこの火じゃないのかとかなんとか、いろいろ出ておりましたけども、

最終的に我々が聞いている範囲では原因不明だったということしか私が聞く

範囲では、それくらいしかちょっとわかりません。申しわけございません。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 過去の災害の教訓というのも大事なもんですから、そういったこともやっ

ぱり頭に入れて防災管理をやっていただきたいと思います。 

 次に、長与町情報化計画ですけれども、この計画の優先順位というのをつ

けられているんですけれども、いろいろとですね。私はやっぱり安全にかか

わるもの、先ほど言った河川等改修システムとか、そういうのも記載されて

いるんですよ、この情報化システムにはですね。各種センサーをつけて、そ

れを集中管理しましょうというのがこの情報化管理計画に載っているわけで

すね。それとか、自動見回りの導入とか、こういったやつをやっぱり早くし

ないといかんなという気はいたします。この優先順位の中でですね。これは

ちょっと後回しになっとるんですけど、この優先順位の考え方というのは、

どんな考え方なのかお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （松浦篤美君） 

 この情報化計画の優先順位という意味で、大きく５つの大きな枠で囲んで

おります。その中で、防災、支え合い、コミュニティー、あるいは機関情報、

情報の共有というジャンルの中で、やはりこの開発というのもかなり時間か

かりますので、優先順位をつけた形で、１次から４次まで分けてしておりま

す。その中で、やはり一番大きな問題としては少子高齢化の対策ということ

で、高齢者等の見守り、あるいは災害をどういう形で住民の方に、皆さんに

お知らせしていくか、こういうことを主に第１次として計画をしております。

住民の方にどういう情報をお知らせしていくかという順番で、第１次から第

４次までやっている形でございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 



 

－ 161 － 

  ３番 （内村博法議員） 

 わかりました。了解いたしました。 

 この計画というのは、やっぱり行政単独ではやれないと思うんですよね。

やっぱり住民の協力とか、いろんな方の協力を得ないと、なかなかこれは成

功しないと思うんですよね。やはり提言の中で、人材の育成とか、そういう

のがうたわれていました。要は、私はこのシステムというのは、やっぱり簡

単、便利というのがキーワードではなかろうかと思うんですよ。住民が使い

やすい、そういうのをやっぱりシステムを構築していかんといかんだろうと

思います。時間がないので、それだけ指摘して、次の教育問題に移らさせて

いただきます。 

 教育関係ですけれども、基本方針については、これからということでお聞

きしました。 

 大きな流れで構いませんけれども、組織的なことですね。法律的には努力

義務であるんですけども、地方公共団体は地方いじめ基本方針を定められる

というふうになってますね。それから、教育委員会、児童相談所、警察等の

関係者にいじめ問題対策連絡協議会も置くことができると、これも任意なん

ですけれども。これは設置される方向でいかれるのかどうか、組織的には、

そこだけちょっとお伺いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 国が、国は組織すると、県のほうも組織するというふうな方向で動いてお

りますので、私たちも何らかの形でしないといけないかなと思いますが、こ

れには弁護士とか、医師とか、我々町レベルで招集できないのもありますの

で、外部専門家という視点から、可能な限り、例えば学校評議員とか、民生

委員さんたちとか、そういうのを含めて、設置する方向で今考えているとこ

ろでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 次に、学校自体にもいじめ防止の対策のための組織を置くという、これは

義務になってますけども、これは今ある既存の組織を活用してもいいという

ふうに聞いているんですよね。だから、今ある組織を活用されるのか、新た

につくられるのか、そのあたりは方向性が定まっておられましたら、ちょっ

とお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 今私が回答しましたのと重複しますけども、既存のやつが今あるんですけ

ども、それには外部の方が、内部的外部というか、学校評議員さんみたいの

しか入ってませんので、純粋な外部の方というのを可能な範囲で入れていた
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だいて、既存のやつを拡充するという形で考えているところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 次に、ネットいじめなんですけれども、なかなかこれは対策が難しいとい

うふうに私も思います。一つは、入り口のところで抑える。あと、ネットパ

トロールですかね、これを監視していくと。この入り口のところで抑えると

いうのが、一つは携帯電話の持ち込みを禁止するとか、それから、フィルタ

リングですかね、いわゆる有害情報をシャットアウトすると。それから、先

ほど教育長が言われました情報モラル教育ですかね。この３点に尽きるんじ

ゃないかなと思うんですよね、入り口の段階で抑えないかんのはですね。 

 それで、携帯電話の持ち込みの禁止というのは、これは今やっておられる

のか、やっておられないか、ちょっとそこを確認したいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 携帯電話を買うなと言ったら、これは営業防害になりますから、言ってま

せんけども、学校に携帯電話を持ってくるなということは、それぞれの学校、

厳しく指導していただいています。そういう中で、所持率をちょっと調査し

ましたら、小学生で３１％、中学生で２９％。何で中学生が少ないのかなと

思って、もうちょっと詳しく調べたら、所有は親なんだけども、親のを自分

が使っていると。ちょっと問題なんです。こういうところこそ、やっぱりし

っかり親が、持たせるならば、そこまで責任持ってくださいよというふうな

ことを訴えているところです。そういう状況で、とにかく学校には持ってく

るなということは指導しております。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 フィルタリングですかね、有害情報の遮断というんですかね。これはやっ

ぱり学校でも、保護者が本当は子供にきちんと教育してやらないといかんの

ですけども、これは学校でも保護者に対してそういう説明なりは、指導とか、

そういうのはされとるんですかね。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 これ、フィルタリングというのは、人間がはめることですから、人間がは

めることができるのは、外すこともできるわけですよね。だから、フィルタ

リングしても外すという傾向もございます。ところが、今一番問題なのは、

例えばＬＩＮＥとか何かは、フィルタリングしといても、自分たちだけの世

界をつくっているんですね。だから、それは外部からわからないわけですよ

ね。ですから、この前も警察の方の御指導で、もしＬＩＮＥを使うんだった
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ら、こうこうこういうところを注意してくださいというプリントもいただき

ましたので、それを各学校で配布して、保護者に徹底していただこうと、そ

ういう状況でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 フィルタリングも万全じゃありませんね。これも携帯利用者に一応できる

んですけども、無線ＬＡＮのＷｉ－Ｆｉ機能にはもう全然通じません。だか

ら、別途それはアプリケーションをインストールしないとできないことにな

っています。だから、それもちょっと万全じゃありません。だから、それは

そういう説明をやっぱり保護者にもきちんと説明しとかないと、なかなか徹

底できないというのがあります。 

 あと、ネットパトロールですね。これも非常に難しいんですけども、一応

効果があるんじゃないかということで、文科省もすごいこういうネットパト

ロールというのを対策として入れてるみたいなんですけども、各学校がこれ

をそれぞれやると、これはもう非常に人が１人、２人、張りつかんといかん

わけですね。これはもうとても現実的じゃないと、こう思うんですよ。 

 それで、このネットパトロールは、今学校としてはどういう、何かやって

いるわけですか。それとも、ほかの外部に委託して、そういうのをやってお

られるのか。あるいは長崎県の情報を入手したり、そういうことをやってお

られるのか、そこをちょっとお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育長。 

教 育 長 （黒田義和君） 

 各学校にＩＣＴ推進員というのがおりますが、少しハード的に詳しいのが

おりますけども、この方々が各学校でサーバをネットパトロールしてもらっ

ていることはやってますけども、もうおっしゃるとおり、常時つきっきりが

できませんので、やっているという状況だけで、もう完璧ではないだろうな

というふうに思っています。外部の情報につきましては、学研連とか、いろ

んなところで情報をいただいてますので、それで対応している状況でござい

ます。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 ネットパトロールは、やっぱりサイトがもうあらゆる、大海の中にあると

いう感じで、これはなかなか難しいんですよね。ただ、子供たちが行きそう

なサイトというのは限られてるんですよね、遊びに行くサイトはですね。だ

から、そういったサイトを中心に、関連のサイトを手繰っていくという方法

が一番効率的じゃないかなと思うんですよね。それと、今長崎県でもこのネ

ット専門員という方がおられるそうですよ。だから、そういうところを何か

活用されて、されたらどうかなという、もし学校の対応がなかなか難しけれ
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ば、そういうのもありますから、ぜひそれは活用されたらいかがでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 教育委員会理事。 

教育委員会 （永冨雅徳君） 

理  事  今長崎県教育委員会が学校ネットパトロールを実施しておりまして、その

情報に基づいて、何かありましたら、私たちのほうにすぐ連絡が来るように

なっておりますので、その中で対応していきたいと思っております。 

議  長 （山口経正議員） 

 内村議員。 

  ３番 （内村博法議員） 

 これで私の質問を終わります。 

議  長 （山口経正議員） 

 場内の時計で１５時２５分まで休憩します。 

（休憩１５時１０分～１５時２９分） 

議  長 （山口経正議員） 

 休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

 通告順１０、川井哲雄議員の①榎の鼻土地区画整理事業について、②浄化

センター横に購入された土地の有効活用について、③国際交流事業について

の質問を同時に許します。 

 ８番、川井哲雄議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 皆さん、こんにちは。本日の最後の質問をいたします。 

 早速質問いたします。 

 ①榎の鼻土地区画整理事業について。 

 町民の皆さんの関心度が高い榎の鼻土地区画整理事業の造成工事について、

私はこれまでに２回質問をし、町の考えを伺ってきました。これまでの質問

では、長期の工事に関しての安全対策や住民の苦情などへの対応、さらに工

事に伴う周辺の環境整備について伺ってきました。 

 今回は造成工事が進む中で、団地販売が大きく宣伝され、販売契約も順調

のようです。しかし、公益用地、商業用地など、町のかかわりについては、

いまだに住民の皆さんに明確に伝わっていません。そこで、以下の質問をし

ます。 

 （１）公益用地についての具体的な計画はどのようになっているのか。 

 （２）商業用地に町はどのように関与し、地域活性化につなげていく考え

なのか。 

 （３）町長の公約であるコンパクトシティー構想との関連をどのように考

えているのか。 

 （４）区域内の生活インフラについては、どのように整備していく考えな

のか。 

 大きな項目②浄化センター横に購入された土地の有効活用について。 

 来年度開催される国体における駐車場を主とした多目的広場であると町は
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説明されています。将来的には住民の皆さんの活動の場として有効に活用す

べきであると私は考えます。そこで、以下の質問をします。 

 （１）土地の有効活用についてどのように考えられているか。 

 （２）スポーツを通しての健全育成、体育の向上が図られるフットサル専

用の競技場をつくる考えはないか。 

 大きな項目③国際交流事業について。 

 （１）事業と町民とのかかわりをどのように考えているか。 

 （２）姉妹都市について、町長はどのように考えているのか。 

 以上を質問します。よろしくお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 それでは、川井議員の御質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 １番目１点目の御質問につきましては、榎の鼻土地区画整理組合の事業用

地でございますので、この公有用地の具体的な計画でございますので、組合

側主導により、現在公益系施設を誘致するとして誘致活動を行っている状況

であるということを伺っております。したがいまして、まだ町のほうで具体

的計画をお話しできる状況でもございません。組合側と誘致企業等、双方の

合意により、今後明らかになっていくものと考えています。組合側の公表の

タイミングもあるかと思いますので、そのあたりを御理解いただければと思

っております。 

 次に、２点目の御質問でございます。 

 商業用地への町の関与についてでございますが、榎の鼻土地区画整理事業

におきましては、商業系用地として４.１ヘクタールが確保されているとこ

ろでございます。組合施行の区画整理事業であるため、出店希望者との直接

の交渉は組合が主体となるところではございますが、町としましては、町内

での生活の利便性の向上や町内消費の拡大などに資することから、この用地

における商業施設の誘致について推進していく考えでございます。現在企業

誘致の視点から、地元住民の雇用の促進、一定規模の投資などを条件に効果

的な財政支援の手法について調査研究を行っているところでございます。ま

た、あわせて、地元商工会等との意見交換の場を設けるなどの環境づくりも

あわせて進めてまいりたいと思っております。 

 次に、３点目の御質問でございます。コンパクトシティ構想との関連につ

いてでございます。 

 コンパクトシティ構想につきましては、総合開発審議会からの答申を踏ま

え、その策定を進めていくこととしております。構想における基本的な考え

方は、商業機能の強化や公共施設の適正配置による中心市街地の活性化と住

民の利便性の向上を図るものであります。この視点から、榎の鼻土地区画整

理事業における公益的用地や商業系用地の有効利用による中心市街地の整備

はコンパクトシティ構想を推進する上で不可欠なものと考えておるところで

ございます。 
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 次に、４点目の御質問、区域内の生活インフラについてということでござ

いますけども、基本的には施工者である榎の鼻土地区画整理組合が整備をい

たします。生活インフラというのを大きく分けますと、道路、公園、水路、

調整池、上下水道などの町が管理者となる公共施設と、それから、電気、ガ

ス等の民間企業が管理者となる公益的施設、その両方から成ってます。前段

の公共施設は、組合で整備をし、町へ帰属するという形で引き継いでいくと

いうこととなります。 

 続きまして、２番目の御質問でございますけれども、浄化センター横に購

入された土地の有効利用についてでございますけれども、土地の利用につき

ましては、多くの住民の方々に安らぎの空間を提供し、イベントやスポーツ

を通して多くの方々とコミュニケーションが図れる公園となるように整備を

してまいりたいと考えております。 

 整備内容としましては、おおよそ２,６００平方メートルの多目的広場、

ゲートボールも楽しめる小広場、フットサルなどの競技ができる競技場、ま

た駐車場としまして乗用車がおおよそ８０台収容できる専用駐車場などを整

備する予定です。また、多目的広場には臨時的な駐車場として、おおよそ１

２０台が駐車可能となるような整備をしたいと考えておるところでございま

す。 

 続きまして、フットサル専用競技場をつくる考えはないかとの御質問でご

ざいますけれども、基本的には多目的広場や駐車場の利用目的と考えていま

すので、フットサルのみの専用競技場としましては考えておりませんが、そ

の運用については検討を行い、できるだけ多くの方々が参加、楽しめるスポ

ーツを対象に実施できないかと考えておるところでございます。 

 次に、３点目の御質問でございます。１点目の御質問でございます。 

 事業と町民とのかかわりをどのように考えているかということでございま

すけども、国際交流事業と町民とのかかわりについてでございますが、現在

は、経済、文化、環境等、あらゆる分野において国際化が進み、国際社会と

の連携なしでの生活は考えられなくなっている中、日常生活において町民の

国際理解や豊かな国際感覚が求められているわけでございます。 

 このことから、幅広い視野のもと、外国の方々や異なる文化などと接する

ことで町民の知識や経験を豊かにし、多文化共生のまちづくりを行うことを

目指し、長与町国際交流協会では、町民の語学講座や町民と外国の方々が触

れ合う交流事業に力を入れていきたいと考えております。 

 一方、姉妹都市のウェザースフィールド町とは、今回の訪問で、今後の交

流のあり方について事務方で協議することとしておりまして、現在、両町間

における中高生や町民を対象としたホームステイやホームビジット、周年行

事への相互訪問、職員交流の可能性や考え方について、予算面や交流協会の

ような組織化等について、ウェザースフィールド町へ検討依頼を行っている

ところでございます。 

 また、町内に向けては、ウェザースフィールド町が長与町の姉妹都市であ

ることを町民がより身近に感じていただけるよう、広報を初め、できる限り
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の周知を図って徹底してまいりたいと思っております。 

 ２点目の御質問でございます。 

 友好姉妹都市についてでございますが、友好都市交流事業として、ウェザ

ースフィールド町とは、平成９年に姉妹都市締結以降、図書交流事業や両町

の紹介資料等の情報交換、平成１１年には町長、タウンマネジャー、議員が

来町され交流を深めるほか、平成２２年には小学校、中学校の教諭が来町し、

両町の小・中学校での交流が始まったところでございます。さらに、平成２

３年には、ハイクレスト小学校とロングリバーミドルスクールより、東日本

大震災の義援金が送られてきております。 

 また、中国ナンフィー区とは、平成１４年に友好交流に関する調印を行い、

人的交流事業を実施してまいりましたが、平成２１年にナンフィー区が上海

浦東新区との合併により消滅したため、現在ウェザースフィールド町が唯一

の姉妹都市となっているところでございます。 

 今後の国際交流につきましては、長与町国際交流協会での語学講座や外国

の方々との交流など、多文化と触れ合える機会をさらに広めるとともに、ウ

ェザースフィールド町が長与町の姉妹都市であることをより身近に感じてい

ただけるよう、広報紙やホームページ等で情報提供に努めていくとともに、

これまでウェザースフィールド町より寄贈いただいた品々の展示コーナー等

を設置し、周知を図っていきたいと考えております。 

 また、人的交流につきましても、ウェザースフィールド町との関係を軸に、

両町民の方々の定期的な訪問や受け入れができるような環境づくりを行って

いきたいと考えております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 町長は少し、私の時間を長くとってもらえるかなということで、少し早口

だったので、ちょっととるタイミングをずらしたんですけど、もう少し、申

しわけないですが、ゆっくり今度からよろしくお願いしたいと思います。そ

の分、たっぷり質問させていただきますので、よろしくお願いします。 

 ①の榎の鼻土地区画整理事業についてですが、昨日、同議員の質問に回答

されていたので、もうできるだけ重複を避け、簡潔に質問をしていきたいと

思います。 

 そこで、１点目なんですけども、私が３月議会で公共用地購入目的につい

て質問いたしました。町としての回答では、目的がまだ決まっていないと捉

えられるような回答でした。ただし、この答申書はコンパクトシティーとい

うことで出てました。ここに、ページ５なんですけども、事務局より提示さ

れた５つの候補地の中に、１点目が入ってましたので、その候補地の提出時

期というのをお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 
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町  長 （吉田愼一君） 

 所管のほうでわかっているようですので、所管のほうにちょっと回します。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部長。 

企画振興 （山田譲二君） 

部  長  お待たせいたしまして、申しわけありません。 

 事務局から提示しました５カ所の候補地につきましては、コンパクトシテ

ィ構想推進委員会の２回目でございまして、日付は５月３１日ということに

なっております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 確認をしますけども、平成２５年５月３１日に提示ということですね。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部長。 

企画振興 （山田譲二君） 

部  長  はい、そのようになります。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 私が質問したのは、３月の時点であります。今もう１１月、これでいくと、

１４日に答申が出ております。そこの期間というのは、もう６カ月程度かな

と思うんですけども、それ以上は質問しなくてももういいかなと思うんです

けど、そこの点がちょっと気になったものですから、確認の意味で質問しま

した。 

 次に、昨日の同僚議員の公益用地購入時期について、担当の方から回答と

して、平成２８年９月２８日と回答されましたが、間違いないでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  この１ヘクタール用地購入につきましては、平成２８年８月２９日付とい

うことで回答しております。間違いございません。 

 失礼しました。平成２３年８月２９日でございます。申しわけありません。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 平成２８年ってきのうは聞いたんですが、２３年ですか。もう一度確認を

お願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 
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課  長  公共施設用地、この１ヘクタールについての購入につきましては、平成２

３年８月２９日付で購入する旨、回答しております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 申しわけありません。私が間違っておりました。まだ２９年は来てません。 

 もう１点、確認のためにお聞きしたいんですけども、文書で回答されたか、

口頭で回答されただけを確認をしたいんですが。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  文書で回答をしております。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 ありがとうございます。 

 私としては、町の将来像ができ上がっていく現状の中で、住民の関心度も

非常に高いと思います。住民の方の期待に応えるようなしっかりした計画を

お願いしたいと思います。 

 それでは、（２）の質問に行きます。 

 商業用地の町の関与についてですが、商業施設としてイオンタウンと契約

を交わしたという昨日の同僚議員の回答でありましたが、町としては、これ

を把握しているのでしょうか、お聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部長。 

企画振興 （山田譲二君） 

部  長  商業用地につきましてのイオンタウンさんとの組合との契約の状況という

ことでございますけれども、先月末、イオンタウン株式会社様のほうと組合

のほうで土地の取引に係る準備が、土地の売買に係る契約がワンステップ進

んだということを聞いております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 それでは、建屋の大きさ、規模等は聞かれてないのか、お聞きします。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部長。 

企画振興 （山田譲二君） 

部  長  イオンタウンさんにおけますいわゆるイメージ、直観的なものの概略、そ

のあたりについては一定御提示がなされているようでございますけれども、

これはまだ当然変更の要素等々ございますのでということでございますので、

町のほうとしてそれを正式にお答えできる状況にはないということで考えて
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おります、受けとめております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 では、次に、町の中央商店街の活性化のためにも、新たな商業地区、要す

るにイオンタウンとの連動が必要だと思いますが、具体的な町としての施策

はあるのか、お聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画振興部長。 

企画振興 （山田譲二君） 

部  長  榎の鼻の区画整理事業の商業系の地域と現在の中央商店街地域との共存共

栄というような形だと思いますけれども、中身につきましては、コンパクト

シティ構想委員会等の専門機関による検討を経まして、総合会審議会のほう

から提言を既になされているところでございます。その点につきましても、

一つの大きな要素としまして御提言を受けているところでございます。今後

は、それをもとにしまして、具体的な対策、計画というのを練らないといけ

ないと思っておりますけれども、一つの大きな点は、やはり人の動線をつく

るということであろうかと思っております。これも提言に出ておるとおりで

ございますが、ある意味、市街地が、中心の市街地が拡大するといったよう

な表現が適当かなと思っております。そして、その動線をつくるためには、

やはり都市計画道路西高田線、これに伴う橋梁を含めた西高田線、これの動

線を、基幹道路をつくっていくということ、それは事務局としても今取り組

んで、町としても取り組んでおるという説明をその委員会の中ではさせてい

ただいたところです。 

 そのほか、提言の中で出ておりますのは、やはり交通体系そのものについ

て、町も深く支援していくべきだというような話。それから、中心市街地そ

のものにも有効利用ができないかというようなお話。そして、図書館につい

ての位置についても、委員さんからは中央商店街と一緒にそこを活性化でき

るような位置づけというのも必要ではないかという意見も多く出たところで

ございます。それらを総合的に踏まえて、今既に取り組んでおる事業も含め

て、そのあたりの構想をその提言をもとにしながら進めていかなければいけ

ないという形を思っております。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 町の中央商店街が少し離れている場所になるかと思います。榎の鼻だけの

商業地区となれば、今まで以上に厳しい運営が強いられるのではないかと思

いますので、今後の活性化の状況をしっかりお願いしたいと思います。 

 次、３番目に参りたいと思います。 

 （３）のコンパクトシティー構想についてですが、審議会からの提言書を

十分に精査され、住民のためにも、公約との整合性を図られて進めていかれ
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たらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、（４）の生活インフラの整備ですが、道路状況や上水道計画は進め

られていると思いますが、慢性化している現在の交通渋滞に拍車をかけるの

ではないかと思いますが、具体的な対応策は考えられているのかお伺いいた

します。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  今後の交通状況に渋滞、拍車をかけるんじゃないかという御質問ですが、

現在においても、この榎の鼻交差点はボルトネック状態で、信号機が次々と

ございます。この解消のために、この西高田線という街路事業というのが解

消のために図られて、今推進しているところなんですけども、この街路の整

備によって、交通量を分散させるという役割があります。そのようなことで、

現在よりは緩和の方向でというふうに考えております。 

 今、ボルトネックと言ったそうで、ボトルネックに訂正をさせてください。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 はい、ボルトネックに変えます。 

 次に、水道のほうなんですけども、インフラとしてですね。水道タンクを

設置されると思うんですか、その設置についての安全性、あるいは供給体制

は十分なのかお聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 水道課長。 

水道課長 （吉田邦彦君） 

 配水池の強度の質問でしょうけど、現在のところ強度的に問題はないと考

えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 問題がないところに設置されていると思うんですが、何年か前に、私の団

地であります南陽台で土砂災害がありまして、たまたまその上が水道タンク

があったんですね。そこが壊れたらどうしたらいいかなということで考えま

したので、ここ、榎の鼻のタンクが例えば災害が壊れて利用できないとなっ

たときの対策は考えられているのか、お聞きしたいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 水道局長。 

水道局長 （馬木信一君） 

 今造成中の榎の鼻につくっております新しい配水池ですね、それが約１,

４００トンで少し高台に造成をしております。そこが壊れた場合の対策とい

たしましては、第３配水池という丸田のほうにございます、こちらが１,２
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００トンのタンクがございますけど、そちらのほうとの並列で使えるような

バックアップ体制は考えております。具体的には、配水管同士を接続をする

ということで対応をしたいというふうに考えております。以上です。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 次に、街灯についてなんですけども、町のインフラ整備にちょっとかかわ

るかどうかわかりませんけども、街灯の設置などもやはり把握されていくと

思われますが、防犯上のためにも大いに役に立ちますので、やっぱりそうい

う設置場所とかをしっかり町のほうで十分検討されて指導していってもらえ

ればと思います。 

 次に行きます。次の２のフットサルということで質問してたと思いますけ

ども、フットサルの今現状というんですか、を少しお話をしたいんですけど

も、かなりの普及がされているということで、以前所管のほうにもフットサ

ルの件についてお話をしたことがあります。その時点では、要するに体育館

の中ということで、屋内競技として質問をしてきました。ところが、いろん

な設備の関係とか、破損とかという理由でできないという回答をいただいて

おりました。長崎のほうに問い合わせをしたところ、２カ所しかないと、か

ぶとがにアリーナ、油木ですね。あと１点は、琴海の南部体育館というとこ

ろがあるんですけども、そこだけだということで、その時点では断念をした

んですが、今回屋外のフットサルというところの場所が何かできそうだとい

うところで今回質問したんですけども、専用のフットサルとここには書いて

おりますけども、やっぱり町民皆さんの共有財産でありますので、駐車場等

にもできるように、もう左側の芝生広場みたいに柵だけというのは、ちょっ

と言葉、語弊になるんですけども、ただそういう環境をつくってほしいとい

うことで質問しておりますので、どうにか検討をお願いしたいと思うんです

か、そこのところをお聞きできればと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 都市整備課長。 

都市整備 （道端和彦君） 

課  長  さきの６月議会においても、そういう質問を受けております。この多目的

広場の活用方法はどう考えているかというときに、幾つか申し上げました。

ということで、駐車場も兼用できるような方向を基本として、フットサル、

ゲートボール、バスケット、そういうかれこれいろんな多目的でつくれるよ

うな形で考えていきたいということで申し上げておりました。種々関係所管

と協議をして、もうしばらくするとそれが公表できるのかなという状況なん

ですけど、もちろんフットサルも専用というふうには考えておりませんけど、

兼用でできるような形で整備を今考えておるところでございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 
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 よろしくお願いいたします。 

 では、次、大きなテーマ３、国際交流事業について質問をしていきます。 

 長与の国際交流協会があるということで、語学研修とか、いろんな事業を

されていると思いますが、その方たちの会員の推移というのを少しお聞きし

たいと思います。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （松浦篤美君） 

 国際交流協会の会員でございますけども、平成２４年度になりますが、一

般会員が１０８名、学生会員が６名の合計１１４名で今運営しております。

以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 今の数というのが、ここ二、三年どういう傾向にあるかというのはおわか

りでしょうか。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （松浦篤美君） 

 ちなみに、平成２３年度におきましては、たしか９５名だったと記憶して

おります。その意味から、少し何人かはふえた形になっております。以上で

ございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 それでは、最近実施されているか、ちょっと確認をしてないんですけども、

町民の方の海外研修というのは行われているのかどうかをお聞きしたいと思

います。 

議  長 （山口経正議員） 

 企画課長。 

企画課長 （松浦篤美君） 

 町民の方の海外研修というのは、国際交流協会で語学講座を行っておりま

す。そこを受講された方が平成２３年度に韓国のほうに行かれたという経緯

はございます。以上でございます。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 それでは、２番目の姉妹都市の件についてなんですけども、今まで平成何

年か、過去に何年か何も交流がなかったということで、町民の方もほとんど

知らない方が多いんじゃないかという、私は感じてました。それで、この質

問をする前に、所管のほうに行きまして、いろいろ調べたところ、今後そう
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いう対応をしていきたいなということで言われてましたが、もう早速、きの

う、広報ながよの今月号の裏表紙のほうに、一面としてしっかりと載ってお

りましたので、やっぱりこういう周知をしてもらえれば、国際交流に関して

住民の方もわかるかなということで、大変いい企画だなということを思いま

した。 

 最後になりますが、今回町長が訪問されたので、今後一層の交流に期待を

したいと思いますが、今後の交流に対しての町長の方向、あるいは考え方を

聞いて、私の質問を終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

議  長 （山口経正議員） 

 町長。 

町  長 （吉田愼一君） 

 実は、このアメリカに、ウェザースフィールドに行った後、実は県の中国

訪問団一行が１００人結成されまして、それで、私もそこに随行してまいり

ました。上海で、上海の夜だったんですけども、長崎に留学した中国の方々

と我々の交流会があったんですよ、上海で。そのときに、シーボルト校、中

国の人で長崎のシーボルト校、県立大学の、そこに留学された方の中から１

６名が参加をされてまして、その方々と交流をしました。やっぱり非常に長

崎のことについて理解を深めていただいて、その中の一人の方は、長崎で実

は働いておられました。だから、国際交流というのは、そういうものじゃな

いかなと私も思うんですよ。 

 したがいまして、今度アメリカのコネチカット州に行って、すごい歓待を

実は受けたわけでありまして、ということは、逆にアメリカのほうも、コネ

チカット州のほうもそれを望んでおられたんだなというのが非常に肌で感じ

ました。私どももやっぱり、特にコネチカット州の隣はニューヨーク州でご

ざいます。こういったところに行って、高度ないわゆるアートのまちという

感じがしたんですよね。ああいったところをやはり交流した民間の方々が行

って、学生さんでも行って、そこで体験されることというのは、きっと将来

の長与町のため、県のため、国のためにもなると思うんですね。 

 したがいまして、私はもう長与の町というのが成熟してきている町の一つ

になってきているんじゃないかと思うんですけども、そういった中で、多国

間のやっぱり交流によっていろんな文化が生まれてくる、こういったものを

私たちも育みながら、次の世代に伝えていくと、こういったことは非常に大

事ではないかということで、国際交流、そのような形の位置づけで考えてい

きたいというふうに考えております。 

議  長 （山口経正議員） 

 川井議員。 

  ８番 （川井哲雄議員） 

 保育園から大学までを有する教育、文化の町、長与として、世の中のグロ

ーバル化におくれることなく、一層の国際交流が必要と思われます。また、

思います。 

 国際交流の充実、強化に向けて、町長の指導に大いに期待をして、私の質
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問を終わります。ありがとうございました。 

議  長 （山口経正議員） 

 これにて本日の日程は終了します。 

 本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

                            （散会 １６時０１分） 


